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よ
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お
り
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す
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村政を問う！

P2 平良 嗣男 議員 給食費無償化の取組みついて

P3 宮城 貢 議員 福祉拠点整備事業、
海浜整備事業の進捗について

P4 宮城 良治 議員 ライドシェア導入について

P5 新崎 悟一 議員 村財政運営について

P6 大城 邦彦 議員 根路銘区内河川の管理について

P7 宮城 美和子 議員 カラキ活用推進プロジェクトに
ついて

P8 吉浜 覚 議員 結の浜海浜整備事業について

P9 前田 孝 議員 村道における街灯の電気料金に
ついて

昨
今
、
給
食
費
無
償
化
を
実
施

す
る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
も

の
の
、
全
国
的
・
全
県
的
に
も

進
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
無
償
化
は
自
治
体
主

導
で
行
わ
れ
て
お
り
、
国
か
ら
の

サ
ポ
ー
ト
は
無
く
自
治
体
の
財

源
で
賄
わ
れ
て
お
り
実
施
に
つ
い

て
は
慎
重
に
な
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
あ
る
。
し
か
し
、
近
隣
で

無
償
化
が
実
施
さ
れ
て
お
り
地

域
に
よ
っ
て
格
差
が
生
じ
て
い
る

点
は
、
無
償
化
の
大
き
な
問
題

点
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ

で
伺
う
。

① 

９
月
の
村
長
答
弁
で
、「
親
の

経
済
的
負
担
を
少
し
で
も
軽

減
す
べ
く
無
償
化
に
取
り
組

む
」
と
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
ど

う
か
。

② 

財
源
は
ど
の
よ
う
に
充
当
し

た
か
。

③ 

完
全
給
食
だ
と
考
え
る
が
、

現
時
点
で
児
童
生
徒
の
給
食

率
は
ど
の
程
度
か
。
ア
レ
ル

ギ
ー
等
で
給
食
が
取
れ
な
い

児
童
生
徒
が
い
る
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

　
当
初
予
算
を
見
る
と
政
策
費

支
援
金
約
１
６
８
６
万
円
が
計

上
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
。

友
寄
景
善 

村
長

　
令
和
６
年
度
か
ら
無
償
化
す

る
こ
と
で
の
予
算
計
上
を
行
っ
て

お
り
、
財
源
は
、
結
い
基
金
を
充

当
す
る
こ
と
で
進
め
て
い
る
。

宮
城
政
信 

教
育
長

　
完
全
給
食
率
は
、
１
０
０
％
と

な
っ
て
お
り
、
現
段
階
で
は
ア
レ

ル
ギ
ー
等
で
給
食
が
全
く
取
れ
な

い
児
童
生
徒
は
い
な
い
。一
部
、

ア
レ
ル
ギ
ー
で
食
べ
ら
れ
な
い
メ

ニ
ュ
ー
が
出
て
除
去
食
と
な
っ
た

場
合
は
、
食
べ
ら
れ
る
メ
ニュ
ー
の

量
を
増
や
す
等
し
て
、
栄
養
価
を

確
保
で
き
る
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

給
食
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
献

立
作
成
に
お
い
て
、
ア
レ
ル
ギ
ー

を
も
つ
児
童
生
徒
に
配
慮
し
て
い

る
。

給
食
無
償
化
は
自
治
体
が
公
費

を
賄
っ
て
担
う
制
度
で
あ
り
、
全

て
の
子
供
が
平
等
に
栄
養
バ
ラ

ン
ス
の
取
れ
た
給
食
を
食
べ
る
事

で
、
子
供
の
健
康
・
学
習
機
会

が
失
わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
の

が
目
的
と
考
え
て
い
る
が
、
や

や
も
す
る
と
、
保
護
者
の
子
供

に
対
す
る
子
育
て
の
責
任
感
が

薄
れ
た
り
す
る
事
も
懸
念
さ
れ

る
た
め
、
無
償
化
実
施
に
伴
う

保
護
者
へ
の
対
応
を
ど
う
考
え

る
の
か
伺
う
。

真
喜
志
亮 

教
育
課
長

　
こ
れ
ま
で
学
校
給
食
費
に
関
し

て
は
、
村
の
政
策
支
援
分
と
い
う

形
で
あ
る
程
度
村
の
助
成
を
行
っ

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
も
保
護
者
に

対
し
政
策
支
援
分
で
の
助
成
や
、

村
と
し
て
や
っ
て
い
る
事
の
通
知

を
行
っ
て
き
た
。、
令
和
６
年
度

か
ら
給
食
費
の
無
償
化
と
い
う
こ

と
で
、
今
回
に
関
し
て
も
新
年
度

始
ま
っ
て
保
護
者
に
対
し
、
給
食

費
が
無
償
化
に
な
る
事
の
通
知
と

併
せ
、
こ
の
給
食
の
基
本
理
念
と

か
そ
の
辺
の
こ
と
を
再
度
保
護
者

に
対
し
て
通
知
す
る
と
い
う
事
を

考
え
て
い
る
。

給
食
費
無
償
化
の
取
組
み
に
つ
い
て

平良  嗣男
議 員

答答

答

一

般

質

問

問

問

　
心
配
し
て
い
る
の
は
、
無
償

化
に
な
る
と
、「
何
で
も
行
政

が
や
る
ん
だ
」
等
の
保
護
者
の

認
識
、
そ
う
い
う
思
い
で
は
な

く
、『
子
供
達
の
教
育
の
た
め

に
行
政
と
し
て
も
厳
し
い
中
で

や
っ
て
い
る
』
わ
け
で
あ
る
か

ら
、
そ
の
認
識
を
高
め
る
た
め

に
も
十
分
密
に
し
な
が
ら
保
護

者
の
教
育
も
や
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

行
政
へ
の
意
見

大宜味村 議会だより  　No.18302
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一

般

質

問

令
和
５
年
度
重
点
事
業
等
の
進
捗
と

政
治
姿
勢
に
つ
い
て

令
和
６
年
度
村
行
政
に
つ
い
て

３
点
伺
う
。

①
福
祉
拠
点
整
備
事
業
は
、
令

和
４
年
度
に
策
定
し
、
施
策

説
明
会
の
資
料
の
中
で
『
事

業
振
興
の
た
め
国
機
関
と
補

助
事
業
導
入
調
整
に
取
組
ん

で
い
た
が
、
進
行
中
の
他
事

業
と
の
事
業
優
先
度
の
調
整

に
よ
り
、
本
年
度
で
の
申
請
は

見
送
っ
た
』
と
あ
る
。
こ
の
事

業
に
対
し
て
の
村
長
の
取
組
み

と
補
助
事
業
導
入
調
整
で
国

機
関
と
面
談
し
た
か
。

②
国
の
補
助
事
業
導
入
等
は
、

国
と
の
パ
イ
プ
役
が
必
要
だ

と
聞
い
て
い
る
。
令
和
６
年
１

月
12
日
（
金
）、
沖
縄
市
市
民

会
館
で
自
由
民
主
党
沖
縄
第

３
選
挙
区
新
春
の
集
い
が
あ
っ

た
。
島
尻
安
伊
子
代
議
士
が

代
表
の
選
挙
区
だ
が
、
招
待

さ
れ
て
出
席
し
た
の
か
。

③
大
型
宿
泊
施
設
誘
致
調
整
業

務
は
『
Ｒ
５
年
４
月
・
８
月
・

10
月
に
地
域
説
明
会
を
実
施
。

ホ
テ
ル
事
業
者
と
基
本
協
定

書
締
結
に
向
け
調
整
中
』
と

あ
る
。
事
業
者
と
は
ど
の
よ

う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
調
整
し

た
の
か
。

友
寄
景
善 

村
長

①
今
年
度
に
お
い
て
、
具
体
的
に

国
機
関
へ
要
請
す
る
な
ど
行
う

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
理
由

と
し
て
は
、
財
政
的
な
面
と
取

組
む
人
員
的
な
面
が
あ
る
。

国
機
関
関
係
者
と
面
談
す
る

機
会
が
あ
っ
た
際
は
、
今
後
再

調
整
を
願
う
趣
旨
を
伝
え
て
い

る
。

②
知
人
か
ら
の
誘
い
で
参
加
し

た
。

③
12
月
25
日
に
事
業
本
部
を
訪

問
し
社
長
、
専
務
か
ら
現
状

を
伺
っ
た
。

３
点
伺
う
。

①
結
の
浜
海
浜
整
備
事
業
の
具

体
的
内
容
（
工
種
、
工
期
、

予
算
規
模
）
を
伺
う
。

②
地
域
水
産
物
供
給
基
盤
整
備

事
業
で
２
回
の
住
民
説
明
会

を
行
っ
て
い
る
。
計
画
に
対
す

る
疑
問
、懸
念
、要
望
等
は
あ
っ

た
か
。

③
施
策
基
本
方
針
で
『
人
口
目

標
実
現
に
向
け
た
政
策
課
題

解
決
の
取
組
み
を
強
化
』
と

あ
る
。『
雇
用
の
確
保
と
定
住

人
口
増
に
繋
が
る
取
組
み
』

で
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
施

策
な
の
か
。

友
寄
景
善 

村
長

①
具
体
的
な
内
容
は
、
海
側
の

土
木
工
事
と
施
工
監
理
委
託
、

も
ず
く
網
移
設
、
指
定
管
理

者
の
選
定
と
な
っ
て
い
る
。
工

期
は
年
度
内
で
完
了
を
見
込
ん

で
お
り
、
予
算
規
模
は
８
億
４

千
６
５
９
万
円
を
計
上
し
て
い

る
。

②
１
回
目
の
説
明
会
で
は
、『
塩

屋
湾
ウ
ン
ガ
ミ
』
で
使
用
す
る

兼
久
浜
の一
部
が
埋
立
て
ら
れ

る
こ
と
へ
の
反
対
意
見
や
『
も

う
少
し
話
し
合
い
を
持
っ
て
ほ

し
い
』
と
の
意
見
等
が
あ
っ
た
。

２
回
目
の
説
明
会
で
、
砂
浜
を

最
大
限
に
残
す
た
め
、
当
初

案
か
ら
北
側
に
40ｍ
移
動
し

た
。
防
波
堤
延
長
に
対
し
て
は

懸
念
す
る
意
見
等
が
あ
り
、

住
民
と
漁
業
者
が
納
得
で
き
る

よ
う
３
回
目
の
住
民
説
明
会
に

向
け
て
新
た
な
変
更
案
の
設
計

見
直
し
を
行
って
い
る
。

③
今
年
度
制
定
し
た
企
業
立
地

促
進
条
例
に
基
づ
き
、
公
有

財
産
を
活
用
し
た
企
業
誘
致

策
に
取
組
ん
で
い
く
。
定
住
環

境
に
つ
い
て
は
、
空
き
家
の
活

用
を
促
進
す
る
と
と
も
に
空
き

地
の
活
用
と
し
て
、
村
有
地
へ

の
民
間
ア
パ
ー
ト
誘
致
な
ど
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

福
祉
拠
点
整
備
事
業
、
海
浜
整
備
事
業
の
進
捗
に
つ
い
て

宮城  貢
議 員

問

答

答 問
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新
た
な
公
共
交
通

過
疎
地
型
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
導
入
を

そ
の
他
の
一
般
質
問

問問

問答 答問答

一

般

質

問

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
導
入
に
向
け
て
取

り
組
め
な
い
か
。

友
寄
景
善 

村
長

　
次
年
度
に
交
通
の
ニ
ー
ズ
調
査

と
実
証
実
験
を
予
定
し
て
い
る
。

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に
つ
い
て
は
、
総
合

事
務
局
と
意
見
交
換
を
し
た
こ
と

も
あ
り
、
今
後
導
入
が
可
能
か

ど
う
か
検
討
し
て
い
く
。

「
交
通
空
白
地
で
あ
れ
ば
自
治

体
、
公
共
的
な
団
体
が
実
施
主

体
と
な
り
、
自
家
用
有
償
旅
客

運
送
が
で
き
る
」と
な
っ
て
い
る
。

高
齢
化
や
過
疎
化
が
進
む
地
域

で
は
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
が
新
た
な

地
域
公
共
交
通
と
し
て
着
目
さ

れ
て
い
る
。
交
通
空
白
地
と
い

う
定
義
だ
が
、具
体
的
に
は
「
駅

や
バ
ス
停
が一定
の
距
離
の
範
囲

内
に
な
い
地
域
」
の
こ
と
を
指

し
、
公
共
交
通
空
白
地
や
交
通

不
便
地
域
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
「一
定
の
距
離
」

が
定
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
例
え

ば
国
土
交
通
省
の
地
域
公
共
交

通
確
保
維
持
改
革
事
業
費
補
助

金
交
付
金
要
綱
で
は
、「
半
径
１

キ
ロ
以
内
に
バ
ス
停
が
あ
る
と

こ
ろ
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
国
土

交
通
省
地
域
公
共
交
通
づ
く
り

の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
中
で
は
「
都

市
部
で
は
半
径
５
０
０
メ
ー
ト
ル

以
上
、
地
方
で
は
半
径
１
０
０

メ
ー
ト
ル
以
上
」等
、資
料
に
よ
っ

て
定
義
が
ま
ち
ま
ち
と
な
っ
て
い

る
。
そ
れ
で
も
う
一つ
、
活
力
あ

る
地
方
を
創
る
首
長
の
会
、
こ

の
会
の
交
通
空
白
の
定
義
が
「
原

則
タ
ク
シ
ー
が
走
っ
て
い
な
い
地

域
、
時
間
帯
」
と
な
っ
て
い
る
。

大
宜
味
村
は
、
タ
ク
シ
ー
会
社

は
な
い
の
で
こ
の
交
通
空
白
地
に

当
た
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス

等
で
は
村
か
ら
出
る
こ
と
は
多

分
で
き
な
い
と
思
う
が
、
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
で
は
例
え
ば
、
大
宜
味

村
か
ら
名
護
市
の
病
院
と
か
買

物
に
行
く
な
ど
発
着
地
が
大
宜

味
村
だ
っ
た
ら
利
用
で
き
る
。
と

て
も
便
利
な
仕
組
み
だ
と
思
っ
て

い
る
。
こ
の
自
家
用
有
償
旅
客

運
送
を
導
入
す
る
に
当
た
っ
て
、

地
方
公
共
交
通
会
議
で
２
か
月

程
度
協
議
し
、
な
お
結
論
に
至

ら
な
か
っ
た
場
合
、「
こ
の
協
議

内
容
を
踏
ま
え
首
長
の
責
任
に

お
い
て
判
断
で
き
る
」
と
な
っ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
村
長
が
や
る

と
言
え
ば
出
来
る
の
で
あ
る
。

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は
今
後
全
国
的
に

広
が
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

結
構
言
わ
れ
て
お
り
、
河
野
太

郎
デ
ジ
タ
ル
大
臣
が
「
守
る
べ
き

は
規
制
で
は
な
く
、
国
民
の
移

動
の
自
由
」
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
る
。
村
民
の
移
動
の
自
由
の

た
め
に
、
ぜ
ひ
取
り
組
ん
で
頂

き
た
い
。

宮
城
豊 

総
務
課
長

　
令
和
６
年
度
に
お
い
て
、
ニ
ー

ズ
調
査
と
実
証
実
験
も
含
め
、

そ
の
中
に
お
い
て
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
と

い
う
部
分
も
い
ろ
ん
な
検
討
事
項

と
し
て
検
討
し
て
い
け
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

友
寄
景
善 

村
長

　
６
月
に
は
法
整
備
が
さ
れ
る
と

思
う
の
で
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
ー
バ
ス
と
絡
め
て
今
後

対
応
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

世
界
自
然
史
博
物
館
誘
致
に
向

け
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

次
年
度
に
お
い
て
は
、
村
民
へ
の

普
及
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

活
性
化
セ
ン
タ
ー
赤
字
運
営
の

対
策
に
つ
い
て

４
５
０
万
円
ほ
ど
が
令
和
４
年
度

の
赤
字
。
今
後
、
運
営
手
法
に
つ

い
て
も
財
源
確
保
の
意
味
で
見
直

し
は
必
要
と
捉
え
て
い
る
。

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
導
入
に
つ
い
て

宮城  良治
議 員

答

答
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一

般

質

問

令
和
５
年
度
重
点
事
業
等
の
進
捗
と

政
治
姿
勢
に
つ
い
て

令
和
６
年
度
村
行
政
に
つ
い
て

３
点
伺
う
。

①
福
祉
拠
点
整
備
事
業
は
、
令

和
４
年
度
に
策
定
し
、
施
策

説
明
会
の
資
料
の
中
で
『
事

業
振
興
の
た
め
国
機
関
と
補

助
事
業
導
入
調
整
に
取
組
ん

で
い
た
が
、
進
行
中
の
他
事

業
と
の
事
業
優
先
度
の
調
整

に
よ
り
、
本
年
度
で
の
申
請
は

見
送
っ
た
』
と
あ
る
。
こ
の
事

業
に
対
し
て
の
村
長
の
取
組
み

と
補
助
事
業
導
入
調
整
で
国

機
関
と
面
談
し
た
か
。

②
国
の
補
助
事
業
導
入
等
は
、

国
と
の
パ
イ
プ
役
が
必
要
だ

と
聞
い
て
い
る
。
令
和
６
年
１

月
12
日
（
金
）、
沖
縄
市
市
民

会
館
で
自
由
民
主
党
沖
縄
第

３
選
挙
区
新
春
の
集
い
が
あ
っ

た
。
島
尻
安
伊
子
代
議
士
が

代
表
の
選
挙
区
だ
が
、
招
待

さ
れ
て
出
席
し
た
の
か
。

③
大
型
宿
泊
施
設
誘
致
調
整
業

務
は
『
Ｒ
５
年
４
月
・
８
月
・

10
月
に
地
域
説
明
会
を
実
施
。

ホ
テ
ル
事
業
者
と
基
本
協
定

書
締
結
に
向
け
調
整
中
』
と

あ
る
。
事
業
者
と
は
ど
の
よ

う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
調
整
し

た
の
か
。

友
寄
景
善 

村
長

①
今
年
度
に
お
い
て
、
具
体
的
に

国
機
関
へ
要
請
す
る
な
ど
行
う

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
理
由

と
し
て
は
、
財
政
的
な
面
と
取

組
む
人
員
的
な
面
が
あ
る
。

国
機
関
関
係
者
と
面
談
す
る

機
会
が
あ
っ
た
際
は
、
今
後
再

調
整
を
願
う
趣
旨
を
伝
え
て
い

る
。

②
知
人
か
ら
の
誘
い
で
参
加
し

た
。

③
12
月
25
日
に
事
業
本
部
を
訪

問
し
社
長
、
専
務
か
ら
現
状

を
伺
っ
た
。

３
点
伺
う
。

①
結
の
浜
海
浜
整
備
事
業
の
具

体
的
内
容
（
工
種
、
工
期
、

予
算
規
模
）
を
伺
う
。

②
地
域
水
産
物
供
給
基
盤
整
備

事
業
で
２
回
の
住
民
説
明
会

を
行
っ
て
い
る
。
計
画
に
対
す

る
疑
問
、懸
念
、要
望
等
は
あ
っ

た
か
。

③
施
策
基
本
方
針
で
『
人
口
目

標
実
現
に
向
け
た
政
策
課
題

解
決
の
取
組
み
を
強
化
』
と

あ
る
。『
雇
用
の
確
保
と
定
住

人
口
増
に
繋
が
る
取
組
み
』

で
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
施

策
な
の
か
。

友
寄
景
善 

村
長

①
具
体
的
な
内
容
は
、
海
側
の

土
木
工
事
と
施
工
監
理
委
託
、

も
ず
く
網
移
設
、
指
定
管
理

者
の
選
定
と
な
っ
て
い
る
。
工

期
は
年
度
内
で
完
了
を
見
込
ん

で
お
り
、
予
算
規
模
は
８
億
４

千
６
５
９
万
円
を
計
上
し
て
い

る
。

②
１
回
目
の
説
明
会
で
は
、『
塩

屋
湾
ウ
ン
ガ
ミ
』
で
使
用
す
る

兼
久
浜
の一
部
が
埋
立
て
ら
れ

る
こ
と
へ
の
反
対
意
見
や
『
も

う
少
し
話
し
合
い
を
持
っ
て
ほ

し
い
』
と
の
意
見
等
が
あ
っ
た
。

２
回
目
の
説
明
会
で
、
砂
浜
を

最
大
限
に
残
す
た
め
、
当
初

案
か
ら
北
側
に
40ｍ
移
動
し

た
。
防
波
堤
延
長
に
対
し
て
は

懸
念
す
る
意
見
等
が
あ
り
、

住
民
と
漁
業
者
が
納
得
で
き
る

よ
う
３
回
目
の
住
民
説
明
会
に

向
け
て
新
た
な
変
更
案
の
設
計

見
直
し
を
行
って
い
る
。

③
今
年
度
制
定
し
た
企
業
立
地

促
進
条
例
に
基
づ
き
、
公
有

財
産
を
活
用
し
た
企
業
誘
致

策
に
取
組
ん
で
い
く
。
定
住
環

境
に
つ
い
て
は
、
空
き
家
の
活

用
を
促
進
す
る
と
と
も
に
空
き

地
の
活
用
と
し
て
、
村
有
地
へ

の
民
間
ア
パ
ー
ト
誘
致
な
ど
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

福
祉
拠
点
整
備
事
業
、
海
浜
整
備
事
業
の
進
捗
に
つ
い
て

宮城  貢
議 員

問

答
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新
た
な
公
共
交
通

過
疎
地
型
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
導
入
を

そ
の
他
の
一
般
質
問

問問

問答 答問答

一

般

質

問

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
導
入
に
向
け
て
取

り
組
め
な
い
か
。

友
寄
景
善 

村
長

　
次
年
度
に
交
通
の
ニ
ー
ズ
調
査

と
実
証
実
験
を
予
定
し
て
い
る
。

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に
つ
い
て
は
、
総
合

事
務
局
と
意
見
交
換
を
し
た
こ
と

も
あ
り
、
今
後
導
入
が
可
能
か

ど
う
か
検
討
し
て
い
く
。

「
交
通
空
白
地
で
あ
れ
ば
自
治

体
、
公
共
的
な
団
体
が
実
施
主

体
と
な
り
、
自
家
用
有
償
旅
客

運
送
が
で
き
る
」と
な
っ
て
い
る
。

高
齢
化
や
過
疎
化
が
進
む
地
域

で
は
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
が
新
た
な

地
域
公
共
交
通
と
し
て
着
目
さ

れ
て
い
る
。
交
通
空
白
地
と
い

う
定
義
だ
が
、具
体
的
に
は
「
駅

や
バ
ス
停
が一定
の
距
離
の
範
囲

内
に
な
い
地
域
」
の
こ
と
を
指

し
、
公
共
交
通
空
白
地
や
交
通

不
便
地
域
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
「一
定
の
距
離
」

が
定
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
例
え

ば
国
土
交
通
省
の
地
域
公
共
交

通
確
保
維
持
改
革
事
業
費
補
助

金
交
付
金
要
綱
で
は
、「
半
径
１

キ
ロ
以
内
に
バ
ス
停
が
あ
る
と

こ
ろ
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
国
土

交
通
省
地
域
公
共
交
通
づ
く
り

の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
中
で
は
「
都

市
部
で
は
半
径
５
０
０
メ
ー
ト
ル

以
上
、
地
方
で
は
半
径
１
０
０

メ
ー
ト
ル
以
上
」等
、資
料
に
よ
っ

て
定
義
が
ま
ち
ま
ち
と
な
っ
て
い

る
。
そ
れ
で
も
う
一つ
、
活
力
あ

る
地
方
を
創
る
首
長
の
会
、
こ

の
会
の
交
通
空
白
の
定
義
が
「
原

則
タ
ク
シ
ー
が
走
っ
て
い
な
い
地

域
、
時
間
帯
」
と
な
っ
て
い
る
。

大
宜
味
村
は
、
タ
ク
シ
ー
会
社

は
な
い
の
で
こ
の
交
通
空
白
地
に

当
た
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス

等
で
は
村
か
ら
出
る
こ
と
は
多

分
で
き
な
い
と
思
う
が
、
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
で
は
例
え
ば
、
大
宜
味

村
か
ら
名
護
市
の
病
院
と
か
買

物
に
行
く
な
ど
発
着
地
が
大
宜

味
村
だ
っ
た
ら
利
用
で
き
る
。
と

て
も
便
利
な
仕
組
み
だ
と
思
っ
て

い
る
。
こ
の
自
家
用
有
償
旅
客

運
送
を
導
入
す
る
に
当
た
っ
て
、

地
方
公
共
交
通
会
議
で
２
か
月

程
度
協
議
し
、
な
お
結
論
に
至

ら
な
か
っ
た
場
合
、「
こ
の
協
議

内
容
を
踏
ま
え
首
長
の
責
任
に

お
い
て
判
断
で
き
る
」
と
な
っ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
村
長
が
や
る

と
言
え
ば
出
来
る
の
で
あ
る
。

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は
今
後
全
国
的
に

広
が
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

結
構
言
わ
れ
て
お
り
、
河
野
太

郎
デ
ジ
タ
ル
大
臣
が
「
守
る
べ
き

は
規
制
で
は
な
く
、
国
民
の
移

動
の
自
由
」
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
る
。
村
民
の
移
動
の
自
由
の

た
め
に
、
ぜ
ひ
取
り
組
ん
で
頂

き
た
い
。

宮
城
豊 
総
務
課
長

　
令
和
６
年
度
に
お
い
て
、
ニ
ー

ズ
調
査
と
実
証
実
験
も
含
め
、

そ
の
中
に
お
い
て
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
と

い
う
部
分
も
い
ろ
ん
な
検
討
事
項

と
し
て
検
討
し
て
い
け
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

友
寄
景
善 

村
長

　
６
月
に
は
法
整
備
が
さ
れ
る
と

思
う
の
で
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
ー
バ
ス
と
絡
め
て
今
後

対
応
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

世
界
自
然
史
博
物
館
誘
致
に
向

け
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

次
年
度
に
お
い
て
は
、
村
民
へ
の

普
及
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

活
性
化
セ
ン
タ
ー
赤
字
運
営
の

対
策
に
つ
い
て

４
５
０
万
円
ほ
ど
が
令
和
４
年
度

の
赤
字
。
今
後
、
運
営
手
法
に
つ

い
て
も
財
源
確
保
の
意
味
で
見
直

し
は
必
要
と
捉
え
て
い
る
。

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
導
入
に
つ
い
て

宮城  良治
議 員

答

答
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産
業
の
振
興
に
つ
い
て

一

般

質

問

　
ま
ず
能
登
半
島
で
の
地
震
と
津
波
が

発
生
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
ホ
テ
ル
は
何
か
あ
っ
た
と
き
の
避

難
所
に
も
な
り
得
ま
す
。
村
も
協
力
し

て
災
害
に
強
い
ホ
テ
ル
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

村
債
は
、
返
済
計
画
も
盛
り
込

ん
だ
事
業
計
画
書
を
作
成
し
て

か
ら
借
り
入
れ
を
行
っ
て
い
る
の

か
伺
う
。

友
寄
景
善 

村
長

　
村
債
を
発
行
す
る
際
は
県
に
事

業
の
内
容
や
事
業
費
等
を
記
載

し
た
起
債
計
画
書
を
提
出
し
、

起
債
協
議
を
行
い
、
借
入
の
同

意
を
受
け
、
金
融
機
関
等
へ
必
要

書
類
を
提
出
し
借
入
を
行
っ
て
い

る
。

今
後一般
財
源
を
増
や
す
政
策
を

ど
う
行
っ
て
い
く
の
か
、
ど
う
い

う
こ
と
を
や
る
と
、一般
財
源
が

増
え
る
と
お
考
え
な
の
か
伺
う
。

友
寄
景
善 

村
長

　一般
財
源
を
増
や
す
た
め
に
は
、

人
口
の
増
加
や
地
域
経
済
の
活
性

化
、
行
政
の
効
率
化
等
、
様
々

な
取
り
組
み
が
必
要
と
な
る
。
そ

の
た
め
、
第
５
次
総
合
計
画
及
び

第
２
期
総
合
戦
略
に
掲
げ
た
政

策
を
着
実
に
実
行
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
と
考
え
る
。

村
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
行
政
シ
ス
テ

ム
、
即
ち
村
民
・
未
来
の
村
民

が
生
活
し
や
す
い
大
宜
味
村
に

す
る
た
め
に
、
政
策
・
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
改
革
し
て
も
ら
い
た
い

が
今
後
こ
の
よ
う
に
、
村
民
及

び
未
来
の
村
民
の
こ
と
を
考
え
、

行
政
運
営
を
し
て
い
く
考
え
が

あ
る
の
か
伺
う
。

友
寄
景
善 

村
長

　
現
在
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
て
お
り
、

デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
こ
と
に

よ
り
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
よ
り
効
率

化
さ
れ
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
繋

が
る
事
だ
と
考
え
て
い
る
。

企
業
等
に
公
有
地
を
貸
し
出
し

た
り
す
る
際
、審
査
を
行
っ
た
り
、

議
会
の
承
認
を
得
る
等
の
手
続

き
を
行
っ
て
い
る
が
、
審
査
後
、

議
会
の
承
認
後
の
貸
し
出
し
た

企
業
の
業
績
確
認
や
、
履
行
状

況
等
の
確
認
、
追
跡
調
査
を
行
っ

て
い
る
の
か
伺
う
。

友
寄
景
善 

村
長

　
進
捗
状
況
の
確
認
、
雇
用
数

等
の
調
査
を
行
う
も
の
が
あ
る
。

ま
た
、
現
場
を
訪
問
し
、
直
接

確
認
す
る
な
ど
行
って
い
る
。

　
た
だ
し
、
全
て
の
事
業
に
は
行

え
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、
今
後
、

効
果
検
証
の
た
め
に
も
、
確
認
す

べ
き
内
容
も
整
理
し
確
認
作
業
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

一般
財
源
の
増
加
に
は
産
業
の
振

興
や
、
企
業
誘
致
が
不
可
欠
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
今
後
の
産

業
の
振
興
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
く
の
か
、
ま
た
企
業
誘
致
す

る
場
合
ど
の
よ
う
に
企
業
と
の

信
頼
関
係
を
構
築
し
て
い
く
の

か
伺
う
。

友
寄
景
善 

村
長

　
企
業
を
誘
致
す
る
際
に
は
、
村

の
条
件
等
を
盛
り
込
ん
だ
要
項

や
、
ま
た
、
相
互
に
確
認
す
る
協

定
書
や
契
約
書
に
基
づ
く
も
の
を

基
本
と
し
て
信
頼
関
係
の
構
築
が

図
ら
れ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

　
他
に
学
力
向
上
の
必
要
性
・

児
童
数
の
減
少
の
現
状
に
つ
い
て

の
質
問
も
行
っ
た
。
　
　
　
　
　

　
　

村
財
政
運
営
に
つ
い
て

新崎  悟一
議 員

答

答

答答

答

問 問

問問

問

問

大
宜
味
村
歳
入
に
つ
い
て
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問

問

一

般

質

問

根
路
銘
区
内
の
河
川
内
に
雑
木

等
が
生
え
茂
り
、
環
境
が
悪
化

し
て
い
る
た
め
、
村
で
環
境
整

備
を
行
え
な
い
か
。

友
寄
景
善 

村
長

　
村
内
全
域
で
相
当
な
数
の
法

定
外
公
共
物
が
あ
る
事
か
ら
、

慣
習
的
に
地
域
住
民
や
利
用
者
に

よ
り
健
全
な
状
態
が
現
在
ま
で
保

た
れ
て
い
る
。
村
と
し
て
は
利
用

者
に
よ
っ
て
機
能
が
保
全
さ
れ
て

い
る
物
に
つ
い
て
は
、
機
能
維
持

の
範
囲
内
で
軽
微
な
補
修
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
根
路
銘
川
は
砂
防

指
定
も
さ
れ
て
お
り
、
減
災
の
観

点
か
ら
浚
渫
な
ど
の
事
業
が
出
来

る
か
検
討
し
た
い
。

約
１
０
０
メ
ー
ト
ル
程
度
に
15
セ

ン
チ
ほ
ど
の
太
さ
の
木
が
何
本
も

生
え
茂
っ
て
、
枯
れ
葉
と
か
木
や

草
が
引
っ
か
か
る
と
水
が
あ
ふ
れ

て
住
宅
内
に
流
れ
る
危
険
性
も

あ
る
。
高
齢
化
が
進
ん
で
維
持

管
理
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
、

梅
雨
時
に
な
る
と
大
雨
が
降
っ
て

災
害
が
起
こ
る
可
能
性
も
あ
り
、

減
災
の
意
味
で
も
検
討
出
来
な

い
か
。

花
田
義
徳 

建
設
環
境
課
長

　
予
算
の
中
で
状
況
を
確
認
し

災
害
想
定
に
応
じ
て
優
先
順
位

を
決
定
し
な
が
ら
実
施
し
た
い
。

今
、
緊
急
浚
渫
推
進
事
業
債
が

あ
り
、
沖
縄
県
と
相
談
し
な
が

ら
今
後
や
って
い
き
た
い
。

結
の
浜
北
側
に
お
け
る
海
岸
に

は
防
潮
林
等
が
な
く
、
す
す
き

等
が
塩
害
に
よ
り
枯
れ
、
み
す

ぼ
ら
し
く
荒
涼
と
し
た
風
景
を

さ
ら
け
出
し
て
い
る
。
村
長
は

議
員
時
代
に
、
防
潮
林
の
整
備

に
つ
い
て
早
期
に
事
業
を
進
め

る
べ
き
と
提
案
し
て
い
た
が
、
今

こ
そ
事
業
を
進
め
る
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

友
寄
景
善 

村
長

　
就
任
当
初
、
北
側
の
防
潮
林
、

残
土
の
処
理
を
含
め
業
務
調
整

を
行
い
ま
し
た
。
防
潮
林
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
補
助
事
業
と
し
て

行
う
に
は
、
そ
れ
を
守
る
建
物
等

が
必
要
で
あ
り
、
現
時
点
で
は
厳

し
い
と
の
考
え
に
至
っ
た
。
し
か

し
、
土
壌
改
良
や
植
樹
活
動
を

地
域
と一緒
に
で
き
な
い
か
な
ど
検

討
し
た
い
。

多
く
の
観
光
客
が
来
る
中
、
み

す
ぼ
ら
し
い
現
状
か
ら
何
ら
か

の
方
法
で
出
来
な
い
か
。

友
寄
景
善 

村
長

　
補
助
事
業
に
頼
ら
な
く
て
も
出

来
る
物
は
な
い
か
等
々
含
め
て
、

こ
の
防
潮
林
、
防
風
林
の
整
備
は

推
し
進
め
て
い
き
た
い
。

屋
外
に
野
さ
ら
し
状
態
で
駐
車

の
た
め
、
塩
害
で
錆
の
腐
食
が

早
く
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、
バ

ス
の
車
庫
設
置
を
進
め
る
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

宮
城
政
信 

教
育
長

　
現
段
階
で
車
庫
整
備
に
つ
い
て

は
、
厳
し
い
と
い
う
認
識
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
塩
害
に
よ
る
錆

の
リ
ス
ク
も
大
き
い
事
か
ら
、
運

転
手
に
よ
る
、
日
々
の
洗
浄
を
こ

ま
め
に
行
う
な
ど
の
対
応
を
引
き

続
き
行
って
い
き
た
い
。

根
路
銘
区
内
河
川
の
管
理
に
つ
い
て

大城  邦彦
議 員

答 問問

答

答答

問答

根
路
銘
区
河
川
の
清
掃
等
に
つ
い
て

ス
ク
ー
ル
バ
ス
専
用
車
庫
設
置
に

つ
い
て

結
の
浜
北
側
海
岸
の
防
潮
林
等
の

整
備
に
つ
い
て

　
塩
害
の
あ
る
場
所
で
車
庫
を

造
ら
な
い
な
ら
、
ち
ゃ
ん
と
塩
害

を
防
げ
る
よ
う
な
、
洗
浄
ぐ
ら

い
は
出
来
る
様
に
、
高
圧
洗
浄

機
の
購
入
を
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

行
政
へ
の
意
見
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産
業
の
振
興
に
つ
い
て

一

般

質

問

　
ま
ず
能
登
半
島
で
の
地
震
と
津
波
が

発
生
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
ホ
テ
ル
は
何
か
あ
っ
た
と
き
の
避

難
所
に
も
な
り
得
ま
す
。
村
も
協
力
し

て
災
害
に
強
い
ホ
テ
ル
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

村
債
は
、
返
済
計
画
も
盛
り
込

ん
だ
事
業
計
画
書
を
作
成
し
て

か
ら
借
り
入
れ
を
行
っ
て
い
る
の

か
伺
う
。

友
寄
景
善 

村
長

　
村
債
を
発
行
す
る
際
は
県
に
事

業
の
内
容
や
事
業
費
等
を
記
載

し
た
起
債
計
画
書
を
提
出
し
、

起
債
協
議
を
行
い
、
借
入
の
同

意
を
受
け
、
金
融
機
関
等
へ
必
要

書
類
を
提
出
し
借
入
を
行
っ
て
い

る
。

今
後一般
財
源
を
増
や
す
政
策
を

ど
う
行
っ
て
い
く
の
か
、
ど
う
い

う
こ
と
を
や
る
と
、一般
財
源
が

増
え
る
と
お
考
え
な
の
か
伺
う
。

友
寄
景
善 

村
長

　一般
財
源
を
増
や
す
た
め
に
は
、

人
口
の
増
加
や
地
域
経
済
の
活
性

化
、
行
政
の
効
率
化
等
、
様
々

な
取
り
組
み
が
必
要
と
な
る
。
そ

の
た
め
、
第
５
次
総
合
計
画
及
び

第
２
期
総
合
戦
略
に
掲
げ
た
政

策
を
着
実
に
実
行
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
と
考
え
る
。

村
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
行
政
シ
ス
テ

ム
、
即
ち
村
民
・
未
来
の
村
民

が
生
活
し
や
す
い
大
宜
味
村
に

す
る
た
め
に
、
政
策
・
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
改
革
し
て
も
ら
い
た
い

が
今
後
こ
の
よ
う
に
、
村
民
及

び
未
来
の
村
民
の
こ
と
を
考
え
、

行
政
運
営
を
し
て
い
く
考
え
が

あ
る
の
か
伺
う
。

友
寄
景
善 

村
長

　
現
在
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
て
お
り
、

デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
こ
と
に

よ
り
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
よ
り
効
率

化
さ
れ
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
繋

が
る
事
だ
と
考
え
て
い
る
。

企
業
等
に
公
有
地
を
貸
し
出
し

た
り
す
る
際
、審
査
を
行
っ
た
り
、

議
会
の
承
認
を
得
る
等
の
手
続

き
を
行
っ
て
い
る
が
、
審
査
後
、

議
会
の
承
認
後
の
貸
し
出
し
た

企
業
の
業
績
確
認
や
、
履
行
状

況
等
の
確
認
、
追
跡
調
査
を
行
っ

て
い
る
の
か
伺
う
。

友
寄
景
善 

村
長

　
進
捗
状
況
の
確
認
、
雇
用
数

等
の
調
査
を
行
う
も
の
が
あ
る
。

ま
た
、
現
場
を
訪
問
し
、
直
接

確
認
す
る
な
ど
行
って
い
る
。

　
た
だ
し
、
全
て
の
事
業
に
は
行

え
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、
今
後
、

効
果
検
証
の
た
め
に
も
、
確
認
す

べ
き
内
容
も
整
理
し
確
認
作
業
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

一般
財
源
の
増
加
に
は
産
業
の
振

興
や
、
企
業
誘
致
が
不
可
欠
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
今
後
の
産

業
の
振
興
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
く
の
か
、
ま
た
企
業
誘
致
す

る
場
合
ど
の
よ
う
に
企
業
と
の

信
頼
関
係
を
構
築
し
て
い
く
の

か
伺
う
。

友
寄
景
善 

村
長

　
企
業
を
誘
致
す
る
際
に
は
、
村

の
条
件
等
を
盛
り
込
ん
だ
要
項

や
、
ま
た
、
相
互
に
確
認
す
る
協

定
書
や
契
約
書
に
基
づ
く
も
の
を

基
本
と
し
て
信
頼
関
係
の
構
築
が

図
ら
れ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

　
他
に
学
力
向
上
の
必
要
性
・

児
童
数
の
減
少
の
現
状
に
つ
い
て

の
質
問
も
行
っ
た
。
　
　
　
　
　

　
　

村
財
政
運
営
に
つ
い
て

新崎  悟一
議 員

答

答

答答

答

問 問

問問

問

問

大
宜
味
村
歳
入
に
つ
い
て
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問

問

一

般

質

問

根
路
銘
区
内
の
河
川
内
に
雑
木

等
が
生
え
茂
り
、
環
境
が
悪
化

し
て
い
る
た
め
、
村
で
環
境
整

備
を
行
え
な
い
か
。

友
寄
景
善 

村
長

　
村
内
全
域
で
相
当
な
数
の
法

定
外
公
共
物
が
あ
る
事
か
ら
、

慣
習
的
に
地
域
住
民
や
利
用
者
に

よ
り
健
全
な
状
態
が
現
在
ま
で
保

た
れ
て
い
る
。
村
と
し
て
は
利
用

者
に
よ
っ
て
機
能
が
保
全
さ
れ
て

い
る
物
に
つ
い
て
は
、
機
能
維
持

の
範
囲
内
で
軽
微
な
補
修
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
根
路
銘
川
は
砂
防

指
定
も
さ
れ
て
お
り
、
減
災
の
観

点
か
ら
浚
渫
な
ど
の
事
業
が
出
来

る
か
検
討
し
た
い
。

約
１
０
０
メ
ー
ト
ル
程
度
に
15
セ

ン
チ
ほ
ど
の
太
さ
の
木
が
何
本
も

生
え
茂
っ
て
、
枯
れ
葉
と
か
木
や

草
が
引
っ
か
か
る
と
水
が
あ
ふ
れ

て
住
宅
内
に
流
れ
る
危
険
性
も

あ
る
。
高
齢
化
が
進
ん
で
維
持

管
理
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
、

梅
雨
時
に
な
る
と
大
雨
が
降
っ
て

災
害
が
起
こ
る
可
能
性
も
あ
り
、

減
災
の
意
味
で
も
検
討
出
来
な

い
か
。

花
田
義
徳 

建
設
環
境
課
長

　
予
算
の
中
で
状
況
を
確
認
し

災
害
想
定
に
応
じ
て
優
先
順
位

を
決
定
し
な
が
ら
実
施
し
た
い
。

今
、
緊
急
浚
渫
推
進
事
業
債
が

あ
り
、
沖
縄
県
と
相
談
し
な
が

ら
今
後
や
って
い
き
た
い
。

結
の
浜
北
側
に
お
け
る
海
岸
に

は
防
潮
林
等
が
な
く
、
す
す
き

等
が
塩
害
に
よ
り
枯
れ
、
み
す

ぼ
ら
し
く
荒
涼
と
し
た
風
景
を

さ
ら
け
出
し
て
い
る
。
村
長
は

議
員
時
代
に
、
防
潮
林
の
整
備

に
つ
い
て
早
期
に
事
業
を
進
め

る
べ
き
と
提
案
し
て
い
た
が
、
今

こ
そ
事
業
を
進
め
る
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

友
寄
景
善 

村
長

　
就
任
当
初
、
北
側
の
防
潮
林
、

残
土
の
処
理
を
含
め
業
務
調
整

を
行
い
ま
し
た
。
防
潮
林
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
補
助
事
業
と
し
て

行
う
に
は
、
そ
れ
を
守
る
建
物
等

が
必
要
で
あ
り
、
現
時
点
で
は
厳

し
い
と
の
考
え
に
至
っ
た
。
し
か

し
、
土
壌
改
良
や
植
樹
活
動
を

地
域
と一緒
に
で
き
な
い
か
な
ど
検

討
し
た
い
。

多
く
の
観
光
客
が
来
る
中
、
み

す
ぼ
ら
し
い
現
状
か
ら
何
ら
か

の
方
法
で
出
来
な
い
か
。

友
寄
景
善 

村
長

　
補
助
事
業
に
頼
ら
な
く
て
も
出

来
る
物
は
な
い
か
等
々
含
め
て
、

こ
の
防
潮
林
、
防
風
林
の
整
備
は

推
し
進
め
て
い
き
た
い
。

屋
外
に
野
さ
ら
し
状
態
で
駐
車

の
た
め
、
塩
害
で
錆
の
腐
食
が

早
く
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、
バ

ス
の
車
庫
設
置
を
進
め
る
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

宮
城
政
信 

教
育
長

　
現
段
階
で
車
庫
整
備
に
つ
い
て

は
、
厳
し
い
と
い
う
認
識
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
塩
害
に
よ
る
錆

の
リ
ス
ク
も
大
き
い
事
か
ら
、
運

転
手
に
よ
る
、
日
々
の
洗
浄
を
こ

ま
め
に
行
う
な
ど
の
対
応
を
引
き

続
き
行
って
い
き
た
い
。

根
路
銘
区
内
河
川
の
管
理
に
つ
い
て

大城  邦彦
議 員

答 問問

答

答答

問答

根
路
銘
区
河
川
の
清
掃
等
に
つ
い
て

ス
ク
ー
ル
バ
ス
専
用
車
庫
設
置
に

つ
い
て

結
の
浜
北
側
海
岸
の
防
潮
林
等
の

整
備
に
つ
い
て

　
塩
害
の
あ
る
場
所
で
車
庫
を

造
ら
な
い
な
ら
、
ち
ゃ
ん
と
塩
害

を
防
げ
る
よ
う
な
、
洗
浄
ぐ
ら

い
は
出
来
る
様
に
、
高
圧
洗
浄

機
の
購
入
を
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

行
政
へ
の
意
見
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一

般

質

問

カ
ラ
キ
活
用
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

調
査
に
よ
り
（
平
成
31
年
２
月

22
日
）「
カ
ラ
キ
の
特
産
品
開
発
・

村
内
に
お
け
る
加
工
施
設
検
討
」

と
あ
る
。
検
討
の
視
点
で
、
生

産
性
の
向
上
、
カ
ラ
キ
農
家
の

収
入
の
向
上
が
あ
っ
た
。
生
産
性

を
増
や
す
為
優
良
苗
を
増
殖
し
、

育
て
、
農
家
へ
配
布
し
て
い
る
。

そ
こ
で
伺
う
。

①
加
工
施
設
の
検
討
に
つ
い
て
現

在
ど
の
よ
う
な
考
え
を
も
っ
て

い
る
の
か
。

②
配
布
し
た
苗
の
生
産
体
制
が

整
っ
た
後
の
販
路
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

友
寄
景
善 

村
長

①
加
工
施
設
の
検
討
に
つ
い
て
は
、

現
在
行
わ
れ
て
い
な
い
。
今
後

カ
ラ
キ
農
家
組
合
等
の
団
体
か

ら
は
要
望
等
が
あ
っ
た
ら
内
容

を
精
査
し
て
検
討
し
て
い
く
。

②
販
路
に
つ
い
て
は
、
カ
ラ
キ
農

家
が
出
荷
す
る
カ
ラ
キ
葉
と
加

工
品
の
二
つ
の
販
路
が
あ
る
。

カ
ラ
キ
葉
の
販
路
に
つ
い
て
は
、

各
農
家
が
自
主
的
に
販
路
先

を
確
保
す
る
事
だ
と
考
え
て
い

る
が
、
こ
れ
ま
で
配
布
し
た
カ

ラ
キ
の
生
育
状
況
を
考
慮
し
な

が
ら
、
カ
ラ
キ
協
議
会
と
農
家

と一緒
に
話
し
あ
っ
て
検
討
し
て

い
く
。
カ
ラ
キ
加
工
品
の
販
路

に
つ
い
て
は
、Ｐ
Ｒ
事
業
を
活
用

し
、
県
内
外
で
の
イ
ベ
ン
ト
等

で
カ
ラ
キ
Ｐ
Ｒ
や
商
品
の
販
売

促
進
を
行
っ
て
き
た
。
今
後
は

生
産
農
家
・
加
工
業
者
も一緒

に
な
っ
て
カ
ラ
キ
の
Ｐ
Ｒ
や
加

工
品
の
販
路
促
進
を
進
め
て
行

き
た
い
。

加
工
施
設
の
検
討
は
現
在
な
い

と
伺
っ
た
が
、
カ
ラ
キ
活
用
推

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
調
査
で
は
、
カ

ラ
キ
の
強
み
を
活
か
し
た
開
発

戦
略
の
結
果
報
告
が
す
ご
い
も

の
が
あ
る
。
そ
の
結
果
を
無
駄

に
せ
ず
、
次
に
繋
げ
る
補
助
事

業
は
、
私
は
農
福
連
携
等
が
良

い
と
思
う
。
村
の
重
点
事
業
で

あ
る
福
祉
拠
点
事
業
に
も
繋
が

る
の
で
は
な
い
か
。

友
寄
景
善 

村
長

　
カ
ラ
キ
は
大
変
将
来
性
の
あ
る

有
望
な
産
業
だ
と
思
っ
て
お
り
、

農
家
と
話
合
い
な
が
ら
加
工
場
な

ど
出
来
る
か
ど
う
か
含
め
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。
カ
ラ
キ
は
内
外

か
ら
非
常
に
注
目
さ
れ
て
お
り
、

村
と
し
て
も
で
き
る
限
り
の
支
援

を
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

そ
の
後
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
可

能
に
な
っ
た
か
。

宮
城
政
信 

教
育
長

　
令
和
３
年
度
よ
り
１
人一台
端

末
を
活
用
し
た
授
業
展
開
を
行

な
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
令

和
３
年
度
及
び
４
年
度
に
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
を
行
っ
た
実
績
も
あ
る

事
か
ら
可
能
で
あ
る
。

中
学
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
イ
ン

ス
ト
ー
ル
し
た
課
題
等
を
自
宅

で
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る

と
聞
い
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

授
業
を
録
画
し
て
、
学
校
へ
行

け
な
い
子
や
全
生
徒
が
後
か
ら

見
ら
れ
る
方
法
が
出
来
な
い
か
。

動
画
を
見
返
す
事
で
復
習
に
も

な
り
、
学
校
に
行
け
な
い
子
も

授
業
を
受
け
る
事
が
出
来
る
、

い
つ
で
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
と
か
を
開

け
ば
授
業
が
見
ら
れ
る
と
い
う

方
法
を
考
え
て
頂
き
た
い
。

宮
城
政
信 

教
育
長

　
文
科
省
か
ら
不
登
校
児
童
生

徒
に
対
す
る
支
援
の
在
り
方
と
い

う
こ
と
で
、
学
び
を
様
々
な
形
で

保
証
し
て
あ
げ
よ
う
と
言
わ
れ
て

い
る
。
学
校
と
相
談
し
、
前
向

き
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

カ
ラ
キ
活
用
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

宮城  美和子
議 員

答

答答

問

問

問

問答

Ｉ
Ｃ
Ｔ
授
業
に
つ
い
て

カ
ラ
キ
活
用
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て
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問問

問

問 問

答

一

般

質

問

結
の
浜
地
区
大
型
宿
泊
施
設
及

び
結
の
浜
海
浜
整
備
事
業
に
続

き
、
地
域
水
産
物
供
給
基
盤
整

備
事
業
の
住
民
説
明
会
で
、
国

指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
塩

屋
湾
の
ウ
ン
ガ
ミ
行
事
へ
の
影

響
、
騒
音
、
悪
臭
や
集
落
の
浸

食
に
対
す
る
反
対
や
疑
問
視
す

る
声
が
あ
る
。
村
民
に
信
頼
さ

れ
る
透
明
で
公
正
・
公
平
な
村

政
を
築
く
た
め
、
各
種
事
業
を

展
開
す
る
に
際
し
て
は
、
目
的

や
根
拠
を
明
確
に
し
、
説
明
責

任
を
果
た
し
な
が
ら
、
進
め
て

い
く
こ
と
を
施
政
方
針
と
し
て

い
る
。
し
か
し
、三
つ
の
事
業
は
、

無
理
難
題
を
押
し
の
け
て
強
引

に
事
業
を
推
進
し
て
い
る
。
施

政
方
針
と
矛
盾
を
感
じ
る
が
説

明
を
求
め
る
。

友
寄
景
善 

村
長

　施
政
方
針
を
基
本
に
各
種
事

業
を
進
め
て
き
て
お
り
、
無
理
難

題
を
押
し
つ
け
て
強
引
に
事
業
を

推
進
し
て
い
る
つ
も
り
は
い
。
矛

盾
も
感
じ
て
な
い
。

こ
の
地
域
は
や
ん
ば
る
国
立
公

園
に
指
定
内
の
中
で
あ
る
が
、

漁
港
の
浚
渫
に
つ
い
て
は
制
度

的
に
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
必

要
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
養

浜
事
業
と
か
浚
渫
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
か
。

大
嶺
実 

産
業
振
興
課
長

　航
路
の
浚
渫
も
予
定
し
て
い
る

が
、
環
境
関
係
は
別
に
し
な
く
て

も
よ
い
と
思
って
い
る
。

堤
防
が
決
壊
し
て
集
落
に
も
影

響
を
及
ぼ
す
じ
ゃ
な
い
か
と
、

50
セ
ン
チ
ま
た
浚
う
と
い
う
こ

と
は
大
変
な
問
題
だ
と
思
う
。

友
寄
景
善 

村
長

　計
画
に
基
づ
い
て
事
業
を
進
め

て
い
き
た
い
。

県
所
有
の
根
路
銘
の
教
員
住
宅

を
、
村
立
こ
ど
も
園
の
保
育
士

確
保
の
対
策
の一環
と
し
て
、
村

長
と一緒
に
県
へ
要
請
等
を
検
討

し
て
い
る
と
し
て
い
る
が
説
明

を
求
め
る
。

宮
城
政
信 

教
育
長

　県
担
当
者
へ
要
請
の
調
整
を
お

こ
な
っ
た
と
こ
ろ
、「
要
請
で
は
な

く
、
ま
ず
担
当
者
間
で
話
を
さ
せ

て
欲
し
い
」
と
い
う
こ
と
で
、
今

後
話
を
お
こ
な
って
い
く
。

台
風
２
号
の
影
響
で
喜
如
嘉
ヒ

ン
バ
ー
森
の
崖
崩
れ
が
起
き
た

の
で
、
村
に
「
急
傾
斜
地
の
崩

壊
に
よ
る
災
害
防
止
に
関
す
る

法
律
」
の
制
度
を
活
用
し
て
の

災
害
対
策
を
求
め
て
い
る
が
、

過
去
の
ヒ
ン
バ
ー
森
崖
崩
れ
の

経
緯
等
か
ら
森
全
体
を
災
害
対

策
の
対
象
と
捉
え
る
が
、
進
捗

状
況
は
ど
う
か
説
明
を
求
め
る
。

友
寄
景
善 

村
長

　県
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
採

択
が
で
き
る
よ
う
新
年
度
予
算
に

計
上
し
て
い
る
と
。
県
に
お
い
て

予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
ら
調
査

が
行
わ
れ
る
と
思
う
。

結
の
浜
海
浜
整
備
事
業
に
つ
い
て

吉浜  覚
議 員

答

答答

答

透
明
性
・
将
来
性
の
展
望
の
持
て
る

施
策
を
問
う

安
心
・
安
全
な
住
み
よ
い

環
境
づ
く
り
を
問
う

国
立
自
然
博
物
館
を
沖
縄
に
と
。

世
界
中
で
想
定
外
の
大
き
な
地

震
や
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
も

頻
繁
に
起
き
て
い
る
。
人
間
の

勝
手
な
振
る
舞
い
に
対
す
る
自

然
の
し
っ
ぺ
返
し
だ
と
思
い
ま
せ

ん
か
。
今
、
誘
致
し
よ
う
と
い

う
中
で
、
こ
の
国
立
公
園
で
環

境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
や
ら
な
く
て

も
進
め
ら
れ
る
と
い
う
状
況
で
、

３
事
業
を
進
め
る
べ
き
か
、
考
え

て
も
ら
い
た
い
。

行
政
へ
の
意
見
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一

般

質

問

カ
ラ
キ
活
用
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

調
査
に
よ
り
（
平
成
31
年
２
月

22
日
）「
カ
ラ
キ
の
特
産
品
開
発
・

村
内
に
お
け
る
加
工
施
設
検
討
」

と
あ
る
。
検
討
の
視
点
で
、
生

産
性
の
向
上
、
カ
ラ
キ
農
家
の

収
入
の
向
上
が
あ
っ
た
。
生
産
性

を
増
や
す
為
優
良
苗
を
増
殖
し
、

育
て
、
農
家
へ
配
布
し
て
い
る
。

そ
こ
で
伺
う
。

①
加
工
施
設
の
検
討
に
つ
い
て
現

在
ど
の
よ
う
な
考
え
を
も
っ
て

い
る
の
か
。

②
配
布
し
た
苗
の
生
産
体
制
が

整
っ
た
後
の
販
路
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

友
寄
景
善 

村
長

①
加
工
施
設
の
検
討
に
つ
い
て
は
、

現
在
行
わ
れ
て
い
な
い
。
今
後

カ
ラ
キ
農
家
組
合
等
の
団
体
か

ら
は
要
望
等
が
あ
っ
た
ら
内
容

を
精
査
し
て
検
討
し
て
い
く
。

②
販
路
に
つ
い
て
は
、
カ
ラ
キ
農

家
が
出
荷
す
る
カ
ラ
キ
葉
と
加

工
品
の
二
つ
の
販
路
が
あ
る
。

カ
ラ
キ
葉
の
販
路
に
つ
い
て
は
、

各
農
家
が
自
主
的
に
販
路
先

を
確
保
す
る
事
だ
と
考
え
て
い

る
が
、
こ
れ
ま
で
配
布
し
た
カ

ラ
キ
の
生
育
状
況
を
考
慮
し
な

が
ら
、
カ
ラ
キ
協
議
会
と
農
家

と一緒
に
話
し
あ
っ
て
検
討
し
て

い
く
。
カ
ラ
キ
加
工
品
の
販
路

に
つ
い
て
は
、Ｐ
Ｒ
事
業
を
活
用

し
、
県
内
外
で
の
イ
ベ
ン
ト
等

で
カ
ラ
キ
Ｐ
Ｒ
や
商
品
の
販
売

促
進
を
行
っ
て
き
た
。
今
後
は

生
産
農
家
・
加
工
業
者
も一緒

に
な
っ
て
カ
ラ
キ
の
Ｐ
Ｒ
や
加

工
品
の
販
路
促
進
を
進
め
て
行

き
た
い
。

加
工
施
設
の
検
討
は
現
在
な
い

と
伺
っ
た
が
、
カ
ラ
キ
活
用
推

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
調
査
で
は
、
カ

ラ
キ
の
強
み
を
活
か
し
た
開
発

戦
略
の
結
果
報
告
が
す
ご
い
も

の
が
あ
る
。
そ
の
結
果
を
無
駄

に
せ
ず
、
次
に
繋
げ
る
補
助
事

業
は
、
私
は
農
福
連
携
等
が
良

い
と
思
う
。
村
の
重
点
事
業
で

あ
る
福
祉
拠
点
事
業
に
も
繋
が

る
の
で
は
な
い
か
。

友
寄
景
善 

村
長

　
カ
ラ
キ
は
大
変
将
来
性
の
あ
る

有
望
な
産
業
だ
と
思
っ
て
お
り
、

農
家
と
話
合
い
な
が
ら
加
工
場
な

ど
出
来
る
か
ど
う
か
含
め
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。
カ
ラ
キ
は
内
外

か
ら
非
常
に
注
目
さ
れ
て
お
り
、

村
と
し
て
も
で
き
る
限
り
の
支
援

を
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

そ
の
後
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
可

能
に
な
っ
た
か
。

宮
城
政
信 

教
育
長

　
令
和
３
年
度
よ
り
１
人一台
端

末
を
活
用
し
た
授
業
展
開
を
行

な
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
令

和
３
年
度
及
び
４
年
度
に
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
を
行
っ
た
実
績
も
あ
る

事
か
ら
可
能
で
あ
る
。

中
学
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
イ
ン

ス
ト
ー
ル
し
た
課
題
等
を
自
宅

で
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る

と
聞
い
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

授
業
を
録
画
し
て
、
学
校
へ
行

け
な
い
子
や
全
生
徒
が
後
か
ら

見
ら
れ
る
方
法
が
出
来
な
い
か
。

動
画
を
見
返
す
事
で
復
習
に
も

な
り
、
学
校
に
行
け
な
い
子
も

授
業
を
受
け
る
事
が
出
来
る
、

い
つ
で
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
と
か
を
開

け
ば
授
業
が
見
ら
れ
る
と
い
う

方
法
を
考
え
て
頂
き
た
い
。

宮
城
政
信 

教
育
長

　
文
科
省
か
ら
不
登
校
児
童
生

徒
に
対
す
る
支
援
の
在
り
方
と
い

う
こ
と
で
、
学
び
を
様
々
な
形
で

保
証
し
て
あ
げ
よ
う
と
言
わ
れ
て

い
る
。
学
校
と
相
談
し
、
前
向

き
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

カ
ラ
キ
活
用
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

宮城  美和子
議 員

答

答答

問

問

問

問答

Ｉ
Ｃ
Ｔ
授
業
に
つ
い
て

カ
ラ
キ
活
用
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て
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結
の
浜
地
区
大
型
宿
泊
施
設
及

び
結
の
浜
海
浜
整
備
事
業
に
続

き
、
地
域
水
産
物
供
給
基
盤
整

備
事
業
の
住
民
説
明
会
で
、
国

指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
塩

屋
湾
の
ウ
ン
ガ
ミ
行
事
へ
の
影

響
、
騒
音
、
悪
臭
や
集
落
の
浸

食
に
対
す
る
反
対
や
疑
問
視
す

る
声
が
あ
る
。
村
民
に
信
頼
さ

れ
る
透
明
で
公
正
・
公
平
な
村

政
を
築
く
た
め
、
各
種
事
業
を

展
開
す
る
に
際
し
て
は
、
目
的

や
根
拠
を
明
確
に
し
、
説
明
責

任
を
果
た
し
な
が
ら
、
進
め
て

い
く
こ
と
を
施
政
方
針
と
し
て

い
る
。
し
か
し
、三
つ
の
事
業
は
、

無
理
難
題
を
押
し
の
け
て
強
引

に
事
業
を
推
進
し
て
い
る
。
施

政
方
針
と
矛
盾
を
感
じ
る
が
説

明
を
求
め
る
。

友
寄
景
善 

村
長

　施
政
方
針
を
基
本
に
各
種
事

業
を
進
め
て
き
て
お
り
、
無
理
難

題
を
押
し
つ
け
て
強
引
に
事
業
を

推
進
し
て
い
る
つ
も
り
は
い
。
矛

盾
も
感
じ
て
な
い
。

こ
の
地
域
は
や
ん
ば
る
国
立
公

園
に
指
定
内
の
中
で
あ
る
が
、

漁
港
の
浚
渫
に
つ
い
て
は
制
度

的
に
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
必

要
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
養

浜
事
業
と
か
浚
渫
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
か
。

大
嶺
実 

産
業
振
興
課
長

　航
路
の
浚
渫
も
予
定
し
て
い
る

が
、
環
境
関
係
は
別
に
し
な
く
て

も
よ
い
と
思
って
い
る
。

堤
防
が
決
壊
し
て
集
落
に
も
影

響
を
及
ぼ
す
じ
ゃ
な
い
か
と
、

50
セ
ン
チ
ま
た
浚
う
と
い
う
こ

と
は
大
変
な
問
題
だ
と
思
う
。

友
寄
景
善 

村
長

　計
画
に
基
づ
い
て
事
業
を
進
め

て
い
き
た
い
。

県
所
有
の
根
路
銘
の
教
員
住
宅

を
、
村
立
こ
ど
も
園
の
保
育
士

確
保
の
対
策
の一環
と
し
て
、
村

長
と一緒
に
県
へ
要
請
等
を
検
討

し
て
い
る
と
し
て
い
る
が
説
明

を
求
め
る
。

宮
城
政
信 

教
育
長

　県
担
当
者
へ
要
請
の
調
整
を
お

こ
な
っ
た
と
こ
ろ
、「
要
請
で
は
な

く
、
ま
ず
担
当
者
間
で
話
を
さ
せ

て
欲
し
い
」
と
い
う
こ
と
で
、
今

後
話
を
お
こ
な
って
い
く
。

台
風
２
号
の
影
響
で
喜
如
嘉
ヒ

ン
バ
ー
森
の
崖
崩
れ
が
起
き
た

の
で
、
村
に
「
急
傾
斜
地
の
崩

壊
に
よ
る
災
害
防
止
に
関
す
る

法
律
」
の
制
度
を
活
用
し
て
の

災
害
対
策
を
求
め
て
い
る
が
、

過
去
の
ヒ
ン
バ
ー
森
崖
崩
れ
の

経
緯
等
か
ら
森
全
体
を
災
害
対

策
の
対
象
と
捉
え
る
が
、
進
捗

状
況
は
ど
う
か
説
明
を
求
め
る
。

友
寄
景
善 

村
長

　県
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
採

択
が
で
き
る
よ
う
新
年
度
予
算
に

計
上
し
て
い
る
と
。
県
に
お
い
て

予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
ら
調
査

が
行
わ
れ
る
と
思
う
。

結
の
浜
海
浜
整
備
事
業
に
つ
い
て

吉浜  覚
議 員

答

答答

答

透
明
性
・
将
来
性
の
展
望
の
持
て
る

施
策
を
問
う

安
心
・
安
全
な
住
み
よ
い

環
境
づ
く
り
を
問
う

国
立
自
然
博
物
館
を
沖
縄
に
と
。

世
界
中
で
想
定
外
の
大
き
な
地

震
や
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
も

頻
繁
に
起
き
て
い
る
。
人
間
の

勝
手
な
振
る
舞
い
に
対
す
る
自

然
の
し
っ
ぺ
返
し
だ
と
思
い
ま
せ

ん
か
。
今
、
誘
致
し
よ
う
と
い

う
中
で
、
こ
の
国
立
公
園
で
環

境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
や
ら
な
く
て

も
進
め
ら
れ
る
と
い
う
状
況
で
、

３
事
業
を
進
め
る
べ
き
か
、
考
え

て
も
ら
い
た
い
。

行
政
へ
の
意
見
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般

質

問

昨
年
12
月
定
例
会
で
質
問
し
た

が
、
可
能
な
限
り
調
査
を
し
て

３
月
議
会
で
対
応
さ
せ
た
い
と

の
答
弁
で
あ
っ
た
の
で
そ
の
後
の

各
区
に
お
け
る
調
査
結
果
と
、

村
道
管
理
者
と
し
て
電
気
料
金

の
村
負
担
に
つ
い
て
、
道
路
法
や

地
方
財
政
法
等
を
検
討
し
た
結

果
、
ど
う
対
応
さ
れ
る
の
か
伺

う
。

友
寄
景
善 

村
長

　道
路
法
の
村
道
と
し
て
の
道
路

管
理
の
照
明
で
は
な
く
、
あ
く
ま

で
も
防
犯
灯
と
し
て
の
設
置
と
い

う
認
識
に
は
変
わ
り
は
な
い
。
ま

た
沖
縄
電
力
と
の
契
約
も
各
区
に

お
い
て
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
各
区
に
お
い
て
の
支

払
い
を
お
願
い
し
た
い
。

12
月
定
例
会
で
は
地
方
財
政
法
、

結
局
住
民
に
負
担
を
さ
せ
て
は

な
ら
な
い
経
費
の
問
題
等
を
私

が
提
起
し
た
わ
け
だ
が
、
そ
の

地
方
財
政
法
を
押
さ
え
た
と
き

の
見
解
を
伺
う
。

宮
城
豊 

総
務
課
長

　我
々
の
見
解
と
し
て
は
、
地
方

財
政
法
の
範
囲
に
は
当
た
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
皆
さ
ん
方
の
受
益

者
負
担
と
い
う
形
で
捉
え
て
い

る
。
道
路
の
管
理
に
関
す
る
も
の

で
、
そ
れ
を
怠
っ
て
住
民
か
ら
そ

の
使
用
料
を
取
る
と
い
う
こ
と
だ

と
、
地
方
財
政
法
に
も
抵
触
す

る
か
と
思
う
が
、
私
共
の
見
解
と

し
て
は
、
そ
の
地
方
財
政
法
の
抵

触
に
は
当
た
ら
な
い
と
い
う
見
解

で
あ
る
。 

地
方
財
政
法
を
改
正
す
る
経
緯

に
つ
い
て
、
税
外
負
担
に
つ
い
て

は
直
接
で
あ
ろ
う
と
間
接
で
あ

ろ
う
と
住
民
に
負
担
を
転
嫁
し

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
自
治
省

の
通
達
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
ど
う

判
断
す
る
の
か
。

宮
城
豊 

総
務
課
長

　道
路
管
理
者
と
し
て
の
設
置

で
、
そ
れ
が
道
路
の
管
理
の
照
明

で
あ
る
の
で
あ
れ
ば
村
が
負
担
す

べ
き
だ
ろ
う
と
考
え
る
も
の
だ
が
、

こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
集
落
の
防
犯

灯
と
い
う
解
釈
で
、
そ
の
区
に
お

い
て
支
払
わ
れ
る
べ
き
も
の
だ
と

考
え
て
い
る
。

自
治
省
通
達
の
中
で
、
市
町
村

に
お
い
て
は
法
改
正
の
趣
旨
に

鑑
み
、
政
令
で
定
め
る
も
の
は

も
と
よ
り
、
そ
の
他
の
も
の
に
つ

い
て
も
、
可
及
的
に
そ
の
解
消

に
努
め
ら
れ
た
い
こ
と
と
い
う

通
達
が
あ
る
。
財
政
法
の
趣
旨

と
い
う
の
は
、
住
民
負
担
、
転

嫁
を
縮
小
し
て
市
町
村
の
事
務

と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
く
と
い
う

の
が
こ
の
地
方
財
政
の
改
正
の

趣
旨
で
あ
る
。
で
は
、
村
が
ず
っ

と
負
担
す
る
と
い
う
道
路
法
と

の
附
帯
物
の
も
の
と
し
て
の
取

扱
い
の
も
の
と
違
う
の
で
あ
れ

ば
、
補
助
す
る
と
い
う
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。
夜
間
の
通
行
の

視
界
の
確
保
と
か
、
そ
う
い
う

も
の
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
ひ

と
つ
交
通
安
全
の
た
め
に
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
補
助
に
つ

い
て
、
全
額
と
言
わ
ず
と
も
各

区
行
政
の
財
政
は
厳
し
い
の
で
、

そ
う
い
う
中
で
も
ひ
と
つ
地
方

財
政
法
の
改
正
の
趣
旨
に
鑑
み

て一部
で
も
補
助
し
て
く
れ
る
よ

う
方
向
性
は
示
せ
な
い
か
。

友
寄
景
善 

村
長

　こ
の
村
道
の
街
灯
に
つ
い
て
調

べ
て
、
字
あ
る
い
は
地
域
住
民
に

負
担
感
が
あ
れ
ば
、
補
助
で
き
る

か
ど
う
か
検
討
さ
せ
て
も
ら
い
た

い
。

村
道
に
お
け
る
街
灯
の
電
気
料
金
に
つ
い
て

前田  孝
議 員

答

答

答

答

問

問

問問
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問

昨
年
12
月
定
例
会
で
質
問
し
た

が
、
可
能
な
限
り
調
査
を
し
て

３
月
議
会
で
対
応
さ
せ
た
い
と

の
答
弁
で
あ
っ
た
の
で
そ
の
後
の

各
区
に
お
け
る
調
査
結
果
と
、

村
道
管
理
者
と
し
て
電
気
料
金

の
村
負
担
に
つ
い
て
、
道
路
法
や

地
方
財
政
法
等
を
検
討
し
た
結

果
、
ど
う
対
応
さ
れ
る
の
か
伺

う
。

友
寄
景
善 

村
長

　道
路
法
の
村
道
と
し
て
の
道
路

管
理
の
照
明
で
は
な
く
、
あ
く
ま

で
も
防
犯
灯
と
し
て
の
設
置
と
い

う
認
識
に
は
変
わ
り
は
な
い
。
ま

た
沖
縄
電
力
と
の
契
約
も
各
区
に

お
い
て
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
各
区
に
お
い
て
の
支

払
い
を
お
願
い
し
た
い
。

12
月
定
例
会
で
は
地
方
財
政
法
、

結
局
住
民
に
負
担
を
さ
せ
て
は

な
ら
な
い
経
費
の
問
題
等
を
私

が
提
起
し
た
わ
け
だ
が
、
そ
の

地
方
財
政
法
を
押
さ
え
た
と
き

の
見
解
を
伺
う
。

宮
城
豊 

総
務
課
長

　我
々
の
見
解
と
し
て
は
、
地
方

財
政
法
の
範
囲
に
は
当
た
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
皆
さ
ん
方
の
受
益

者
負
担
と
い
う
形
で
捉
え
て
い

る
。
道
路
の
管
理
に
関
す
る
も
の

で
、
そ
れ
を
怠
っ
て
住
民
か
ら
そ

の
使
用
料
を
取
る
と
い
う
こ
と
だ

と
、
地
方
財
政
法
に
も
抵
触
す

る
か
と
思
う
が
、
私
共
の
見
解
と

し
て
は
、
そ
の
地
方
財
政
法
の
抵

触
に
は
当
た
ら
な
い
と
い
う
見
解

で
あ
る
。 

地
方
財
政
法
を
改
正
す
る
経
緯

に
つ
い
て
、
税
外
負
担
に
つ
い
て

は
直
接
で
あ
ろ
う
と
間
接
で
あ

ろ
う
と
住
民
に
負
担
を
転
嫁
し

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
自
治
省

の
通
達
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
ど
う

判
断
す
る
の
か
。

宮
城
豊 

総
務
課
長

　道
路
管
理
者
と
し
て
の
設
置

で
、
そ
れ
が
道
路
の
管
理
の
照
明

で
あ
る
の
で
あ
れ
ば
村
が
負
担
す

べ
き
だ
ろ
う
と
考
え
る
も
の
だ
が
、

こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
集
落
の
防
犯

灯
と
い
う
解
釈
で
、
そ
の
区
に
お

い
て
支
払
わ
れ
る
べ
き
も
の
だ
と

考
え
て
い
る
。

自
治
省
通
達
の
中
で
、
市
町
村

に
お
い
て
は
法
改
正
の
趣
旨
に

鑑
み
、
政
令
で
定
め
る
も
の
は

も
と
よ
り
、
そ
の
他
の
も
の
に
つ

い
て
も
、
可
及
的
に
そ
の
解
消

に
努
め
ら
れ
た
い
こ
と
と
い
う

通
達
が
あ
る
。
財
政
法
の
趣
旨

と
い
う
の
は
、
住
民
負
担
、
転

嫁
を
縮
小
し
て
市
町
村
の
事
務

と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
く
と
い
う

の
が
こ
の
地
方
財
政
の
改
正
の

趣
旨
で
あ
る
。
で
は
、
村
が
ず
っ

と
負
担
す
る
と
い
う
道
路
法
と

の
附
帯
物
の
も
の
と
し
て
の
取

扱
い
の
も
の
と
違
う
の
で
あ
れ

ば
、
補
助
す
る
と
い
う
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。
夜
間
の
通
行
の

視
界
の
確
保
と
か
、
そ
う
い
う

も
の
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
ひ

と
つ
交
通
安
全
の
た
め
に
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
補
助
に
つ

い
て
、
全
額
と
言
わ
ず
と
も
各

区
行
政
の
財
政
は
厳
し
い
の
で
、

そ
う
い
う
中
で
も
ひ
と
つ
地
方

財
政
法
の
改
正
の
趣
旨
に
鑑
み

て一部
で
も
補
助
し
て
く
れ
る
よ

う
方
向
性
は
示
せ
な
い
か
。

友
寄
景
善 

村
長

　こ
の
村
道
の
街
灯
に
つ
い
て
調

べ
て
、
字
あ
る
い
は
地
域
住
民
に

負
担
感
が
あ
れ
ば
、
補
助
で
き
る

か
ど
う
か
検
討
さ
せ
て
も
ら
い
た

い
。

村
道
に
お
け
る
街
灯
の
電
気
料
金
に
つ
い
て

前田  孝
議 員

答

答

答

答

問

問

問問
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議

決

結

果

議案等の議決結果一覧
令和６年　第１回（２月）臨時会 令和６年２月20日に第１回臨時会が行われ、次のとおり決定された。

番 号 件　　名 議案等の概要 結　果

同意
第１号 副村長の選任について 宮城　豊　氏（屋古区） 同　意

全会一致

議案
第１号

原案可決
全会一致

地方公共団体の手数料の標準関する政令及び地方公共団
体の手数料の標準に関する政令の規定する総務省令の一
部を改正する省令の施行に伴う改正

大宜味村手数料徴収条例の一
部を改正する条例

令和６年　第２回（３月）定例会 令和６年３月８日～22日の15日間の日程で第２回定例会が行われ、
次のとおり決定された。

番 号 件　　名 議案等の概要 結　果

同意
第２号

同　意
全会一致金城　健　氏（大兼久区）教育委員会委員の任命について

同意
第３号

同　意
全会一致宮城　博俊　氏（田嘉里区）固定資産評価審査委員会委員

の選任について

同意
第４号

同　意
全会一致米須　邦雄　氏（大保区）固定資産評価審査委員会委員

の選任について

議案
第２号

可　決
全会一致

契約の方法：指名競争入札
契約金額：6974万円
契約の相手：有限会社　新栄建設

一名代橋架替工事の請負契約
について

議案
第３号

可　決
全会一致

契約の方法：一般競争入札
取得金額：800万円
契約の相手：沖縄トヨタ自動車株式会社

財産の取得について
（大宜味村役場公用車購入・

マイクロバス）

議案
第４号

可　決
全会一致

所在：大宜味村字謝名城大川山1679番２
地目：原野
面積：4,900㎡
相手：新城頼子氏

財産の無償譲渡について

議案
第５号

原案可決
全会一致

今般の宿泊料の価格高騰に伴い、議員の宿泊料の額を改
定する必要があるため。

大宜味村議会の議員の報酬及
び費用弁償等に関する条例の
一部を改正する条例

議案
第６号

原案可決
全会一致

今般の宿泊料の価格高騰に伴い、特別職の宿泊料の額を
改定する必要があるため。

特別職の職員で常勤のものの
給与及び旅費に関する条例の
一部を改正する条例

議案
第７号

原案可決
全会一致

本村の会計年度任用職員に勤勉手当を支給し、また、常勤
職員の給与改定が行われた場合に、それに準じて改定でき
るよう本条例を改正する必要があるため。

大宜味村会計年度任用職員の
給与及び費用弁償に関する条
例等の一部を改正する条例

議案
第８号

原案可決
全会一致

今般の宿泊料の価格高騰に伴い、職員の宿泊料の額を改
定する必要があるため。

大宜味村職員の旅費支給条例
の一部を改正する条例

議案
第９号

原案可決
全会一致

昨今の物価高騰等による保護者の経済的負担軽減を図る
ことを目的に、児童、生徒の保護者に対する学校給食費無
償化を実施するにあたり、本条例の一部を改正する必要が
あるため。

大宜味村学校給食費徴収条例
の一部を改正する条例
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議

決

結

果

令和６年　第２回（３月）定例会 令和６年３月８日～22日の15日間の日程で第２回定例会が行われ、
次のとおり決定された。

番 号 件　　名 議案等の概要 結　果

議案
第10号

原案可決
全会一致

4056万１千円の減額補正
歳入歳出総額46億4485万１千円
主な内容として、各事業の実績に伴う減や次年度への繰越
等による減。

令和５年度大宜味村一般会計
補正予算（第10号）

議案
第11号

原案可決
全会一致

60万７千円の減額補正
事業の実績による減。

令和５年度大宜味村国民健康保
険特別会計補正予算（第４号）

議案
第12号

原案可決
全会一致

1800万円の減額補正
県営事業の橋梁架替工事及び村営事業の橋梁架替工事の
延期に伴う減。

令和５年度大宜味村簡易水道事
業特別会計補正予算（第５号）

議案
第13号

原案可決
全会一致

３万４千円の増額補正
歳入の使用料（滞納繰越分）において実績見込みによる増。

令和５年度大宜味村公共下水道
事業特別会計補正予算（第２号）

議案
第14号

原案可決
全会一致

64万６千円の増額補正
歳入の保険料において実績見込みによる増。

令和５年度大宜味村後期高齢者
医療特別会計補正予算（第３号）

議案
第15号

原案可決
賛成多数

予算総額53億3546万７千円
対前年度11億9899万２千円の増額
主に、企画費や農地費・漁港建設費の増。

令和６年度大宜味村一般会計予算

議案
第16号

原案可決
全会一致

予算総額５億1788万５千円
対前年度比1814万１千円の減額
主に、保険給付費での減。

令和６年度大宜味村国民健康保
険特別会計予算

議案
第17号

原案可決
全会一致

予算総額3922万円
対前年度比277万２千円の増額
主に、後期高齢者医療保険料での増。

令和６年度大宜味村後期高齢者
医療特別会計予算

議案
第18号

原案可決
全会一致

給水事業所数：２戸
年間総給水量：14,640㎥
【収益的収入及び支出予定額】
　収入：637万６千円　支出：506万１千円
【資本的収入及び支出予定額】
　収入：５千円　支出：４千円

令和６年度大宜味村工業用水道
事業会計予算

議案
第19号

原案可決
全会一致

給水戸数：1940戸
年間総給水量：390,618㎥
建設改良事業費用：１億3098万６千円　
【収益的収入及び支出予定額】
　収入：２億1499万５千円　
　支出：２億2287万７千円
【資本的収入及び支出予定額】
　収入：１億9100万円　
　支出：２億1985万４千円

令和６年度大宜味村簡易水道事
業会計予算

議案
第20号

原案可決
全会一致

接続戸数：127戸
年間総排水量：43,349㎥
【収益的収入及び支出予定額】
　収入：5974万５千円　
　支出：6493万１千円
【資本的収入及び支出予定額】
　収入：１千円　
　支出：319万円

令和６年度大宜味村下水道事業
会計予算
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議

決

結

果 報告
第１号 報　告地方自治法第243条の３第２項の規定による報告。

令和６年度沖縄県土地開発公
社事業計画及び予算の報告に
ついて

報告
第２号 報　告専決処分事項

和解及び損害賠償額の決定について専決処分の報告について

令和６年　第３回（４月）臨時会　 令和６年４月26日に第３回臨時会が行われ、次のとおり決定された。

番 号 件　　名 議案等の概要 結　果

承認
第１号

承　認
全会一致

専決内容
地方税法等の一部を改正する法律施行に伴い、大宜味村税
条例の一部を改正する必要があり、地方自治法第179条第
１項の規定により、専決処分した。

専決処分の承認を求めることに
ついて

承認
第２号

承　認
全会一致

専決内容
地方税法等の一部を改正する法律施行に伴い、大宜味村国
民健康保険税条例の一部を改正する必要があり、地方自治
法第179条第１項の規定により、専決処分した。

専決処分の承認を求めることに
ついて

承認
第３号

承　認
全会一致

専決内容
水道法の一部が改正され、水道整備・管理行政が厚生労働
省から国土交通省へ移管されることに伴い、大宜味村簡易
水道事業給水条例の一部を改正する必要があり、地方自治
法第１７９条第１項の規定により、専決処分した。

専決処分の承認を求めることに
ついて

承認
第４号

承　認
全会一致

専決内容
水道法の一部が改正され、水道整備・管理行政が厚生労働
省から国土交通省へ移管されることに伴い、大宜味村簡易
水道事業布設工事監督者及び水道技術管理者に関する条
例の一部を改正する必要があり、地方自治法第179条第１
項の規定により、専決処分した。

専決処分の承認を求めることに
ついて

議案
第21号

可　決
全会一致

649万3300円の増額変更
変更後合計契約金額：１億219万3300円
擁壁工、排水工等の数量変更に伴い増額変更の必要生じた。

令和5年度村道根路銘上原線
道路改良工事の請負契約の
変更について

報告
第３号 報　告

専決内容
令和５年度屋古団地改修工事
298万6500円の増額変更
変更後合計契約金額：5842万6500円
地方自治法第180条第１項の規定による専決処分を行った。

専決処分の報告について

賛否分かれたもの

結　　果
令和６年　第２回　定例会

議案第15号 賛成多数 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 －

大
　城
　佐
　一

平
　良
　嗣
　男

吉
　浜
　
　
　覚

新
　崎
　悟
　一

前
　田
　
　
　孝

宮
　城
　美
和
子

大
　山
　美
佐
子

大
　城
　邦
　彦

宮
　城
　良
　治

宮
　城
　
　
　貢

〇 ： 賛成　× ： 反対　欠 ： 欠席　
退 ： 棄権と意思表明しての退場
※議長は採決に加わっていません。

（議長）

令和６年　第２回（３月）定例会 令和６年３月８日～22日の15日間の日程で第２回定例会が行われ、
次のとおり決定された。

番 号 件　　名 議案等の概要 結　果

意見案
第１号

原案可決
全会一致

あて先：沖縄県知事
北部地区における腎臓病患者の生活の質を向上させ、安心
した生活を送るための実現に向けた、北部地域の透析診
療への早急な支援を求めるため。

北部地区における透析診療に
関する意見書
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令和６年　第２回（３月）定例会 令和６年３月８日～22日の15日間の日程で第２回定例会が行われ、
次のとおり決定された。

番 号 件　　名 議案等の概要 結　果

議案
第10号

原案可決
全会一致

4056万１千円の減額補正
歳入歳出総額46億4485万１千円
主な内容として、各事業の実績に伴う減や次年度への繰越
等による減。

令和５年度大宜味村一般会計
補正予算（第10号）

議案
第11号

原案可決
全会一致

60万７千円の減額補正
事業の実績による減。

令和５年度大宜味村国民健康保
険特別会計補正予算（第４号）

議案
第12号

原案可決
全会一致

1800万円の減額補正
県営事業の橋梁架替工事及び村営事業の橋梁架替工事の
延期に伴う減。

令和５年度大宜味村簡易水道事
業特別会計補正予算（第５号）

議案
第13号

原案可決
全会一致

３万４千円の増額補正
歳入の使用料（滞納繰越分）において実績見込みによる増。

令和５年度大宜味村公共下水道
事業特別会計補正予算（第２号）

議案
第14号

原案可決
全会一致

64万６千円の増額補正
歳入の保険料において実績見込みによる増。

令和５年度大宜味村後期高齢者
医療特別会計補正予算（第３号）

議案
第15号

原案可決
賛成多数

予算総額53億3546万７千円
対前年度11億9899万２千円の増額
主に、企画費や農地費・漁港建設費の増。

令和６年度大宜味村一般会計予算

議案
第16号

原案可決
全会一致

予算総額５億1788万５千円
対前年度比1814万１千円の減額
主に、保険給付費での減。

令和６年度大宜味村国民健康保
険特別会計予算

議案
第17号

原案可決
全会一致

予算総額3922万円
対前年度比277万２千円の増額
主に、後期高齢者医療保険料での増。

令和６年度大宜味村後期高齢者
医療特別会計予算

議案
第18号

原案可決
全会一致

給水事業所数：２戸
年間総給水量：14,640㎥
【収益的収入及び支出予定額】
　収入：637万６千円　支出：506万１千円
【資本的収入及び支出予定額】
　収入：５千円　支出：４千円

令和６年度大宜味村工業用水道
事業会計予算

議案
第19号

原案可決
全会一致

給水戸数：1940戸
年間総給水量：390,618㎥
建設改良事業費用：１億3098万６千円　
【収益的収入及び支出予定額】
　収入：２億1499万５千円　
　支出：２億2287万７千円
【資本的収入及び支出予定額】
　収入：１億9100万円　
　支出：２億1985万４千円

令和６年度大宜味村簡易水道事
業会計予算

議案
第20号

原案可決
全会一致

接続戸数：127戸
年間総排水量：43,349㎥
【収益的収入及び支出予定額】
　収入：5974万５千円　
　支出：6493万１千円
【資本的収入及び支出予定額】
　収入：１千円　
　支出：319万円

令和６年度大宜味村下水道事業
会計予算
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議

決

結

果 報告
第１号 報　告地方自治法第243条の３第２項の規定による報告。

令和６年度沖縄県土地開発公
社事業計画及び予算の報告に
ついて

報告
第２号 報　告専決処分事項

和解及び損害賠償額の決定について専決処分の報告について

令和６年　第３回（４月）臨時会　 令和６年４月26日に第３回臨時会が行われ、次のとおり決定された。

番 号 件　　名 議案等の概要 結　果

承認
第１号

承　認
全会一致

専決内容
地方税法等の一部を改正する法律施行に伴い、大宜味村税
条例の一部を改正する必要があり、地方自治法第179条第
１項の規定により、専決処分した。

専決処分の承認を求めることに
ついて

承認
第２号

承　認
全会一致

専決内容
地方税法等の一部を改正する法律施行に伴い、大宜味村国
民健康保険税条例の一部を改正する必要があり、地方自治
法第179条第１項の規定により、専決処分した。

専決処分の承認を求めることに
ついて

承認
第３号

承　認
全会一致

専決内容
水道法の一部が改正され、水道整備・管理行政が厚生労働
省から国土交通省へ移管されることに伴い、大宜味村簡易
水道事業給水条例の一部を改正する必要があり、地方自治
法第１７９条第１項の規定により、専決処分した。

専決処分の承認を求めることに
ついて

承認
第４号

承　認
全会一致

専決内容
水道法の一部が改正され、水道整備・管理行政が厚生労働
省から国土交通省へ移管されることに伴い、大宜味村簡易
水道事業布設工事監督者及び水道技術管理者に関する条
例の一部を改正する必要があり、地方自治法第179条第１
項の規定により、専決処分した。

専決処分の承認を求めることに
ついて

議案
第21号

可　決
全会一致

649万3300円の増額変更
変更後合計契約金額：１億219万3300円
擁壁工、排水工等の数量変更に伴い増額変更の必要生じた。

令和5年度村道根路銘上原線
道路改良工事の請負契約の
変更について

報告
第３号 報　告

専決内容
令和５年度屋古団地改修工事
298万6500円の増額変更
変更後合計契約金額：5842万6500円
地方自治法第180条第１項の規定による専決処分を行った。

専決処分の報告について

賛否分かれたもの

結　　果
令和６年　第２回　定例会

議案第15号 賛成多数 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 －

大
　城
　佐
　一

平
　良
　嗣
　男

吉
　浜
　
　
　覚

新
　崎
　悟
　一

前
　田
　
　
　孝

宮
　城
　美
和
子

大
　山
　美
佐
子

大
　城
　邦
　彦

宮
　城
　良
　治

宮
　城
　
　
　貢

〇 ： 賛成　× ： 反対　欠 ： 欠席　
退 ： 棄権と意思表明しての退場
※議長は採決に加わっていません。

（議長）

令和６年　第２回（３月）定例会 令和６年３月８日～22日の15日間の日程で第２回定例会が行われ、
次のとおり決定された。

番 号 件　　名 議案等の概要 結　果

意見案
第１号

原案可決
全会一致

あて先：沖縄県知事
北部地区における腎臓病患者の生活の質を向上させ、安心
した生活を送るための実現に向けた、北部地域の透析診
療への早急な支援を求めるため。

北部地区における透析診療に
関する意見書
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討

論
令和６年第２回（３月）定例会

議案第15号　令和６年度大宜味村一般会計予算について

反 対 討論

賛 成 討論

　本案は、歳入歳出予算の総額5,335,467,000円と定めている。予算には、結の浜地区大型宿
泊施設及び結の浜海浜整備事業に続き、地域水産物供給基盤整備事業で、国指定重要無形民俗
文化財塩屋湾のウンガミ行事への影響、騒音、悪臭や集落の浸食に対する反対や疑問視する三
つの事業関連で歳出の２款総務費　１項総務管理費　５目企画費　●塩屋湾周辺整備事業、●
結の浜海浜整備事業、6款農林水産業費　3項水産業費　3目漁港建設費　●緊急自然災害防
止対策事業、●海岸保全施設基盤整備事業、●地域水産物供給基盤整備事業の合計額
1,061,762,000円の事業の各事業の整合性、科学的根拠や住民を無視した意思決定をはじめ、
制度・設計や運用に問題のある事業である。
　また、漁港は水産業振興の寄与するためのものであり、航路を浚渫した海砂で良好な漁場を
潰し、人工ビーチを整備するのに、水産業振興費の意味不明な補助金3,760,000円の予算や、
周辺の海岸の浸食が予想されているのにかかわらず環境アセスメントも無く、結の浜海浜整備
事業や地域水産物供給基盤整備事業推進は、将来の地域資源の撹乱を招くことを、緊急自然災
害防止対策事業が物語っている。
　ついては、私の世代で大宜味村の将来性を撹乱してはならない。各事業の整合性、科学的根
拠や住民を無視した意思決定をはじめ、制度・設計や運用に問題のある事業の無謀な行政の推
進は認められるものではない、反対せざるを得ません。どうか、本議案に対する各議員の反対の
賛同を求め、反対討論とします。

　令和６年度大宜味村一般会計予算は、歳入・歳出総額、53億３千５百万余の本予算です。前年
度予算額は、41億３千６百万余であり、11億９千８百余の増額予算となっています。令和５年12月
定例会一般質問で、『１1月２８日、琉球新報社会面トップに『大宜味人口３千人割』との記事があ
る。どう受け止めたか』との私の問いに対し、村長は『非常に危機感をもって減少人口防止対策
の様々な施策・事業を展開する』と答えている。主な歳入の中に、沖縄北部連携促進特別振興事
業費補助金６億８百万余、北部連携促進特別振興対策特定開発事業推進費２億４千５百万近く等
があります。主な歳出は、沖縄北部連携促進特別振興事業費補助金８億４千万余の『結の浜海浜
整備事業』、北部連携促進特別振興対策特定開発事業推進費２億４千５百万近くの『村道根路銘
上原線』、『村道後間線』、『住宅事業費』です。住民福祉課関連７百万余の『子ども子育て支援交
付金』のほか、『重度心身障害者医療補助金』、『子ども医療費助成事業補助金』等があります。産
業振興課関連では、『新規就農総合支援事業』２千５百万近く、『海岸保全施設整備事業補助金』９
千万余、『経営発展支援事業補助金』３千万、『畑作等促進整備事業補助金（田嘉里・田港）』８千万
余、『地域水産物供給基盤整備事業補助金』３千１百万余です。企画観光課関連では、『コミュニ
ティー助成金』１千２百50万で、対象は屋古・大宜味・押川・大兼久・田港公民館備品購入です。ど
の予算を見ても、大宜味村民の生活にとって大変重要な予算です。今回の令和6年度大宜味村
一般会計予算は、補正予算ではなく本予算です。よって議員各位のご理解と賛同を賜りますよ
う、よろしくお願い申し上げ賛成の討論といたします。

吉浜  覚 議員

宮城  貢 議員

大宜味村 議会だより  　No.183 13



討

論
令和６年第２回（３月）定例会

議案第15号　令和６年度大宜味村一般会計予算について

反 対 討論

賛 成 討論

　本案は、歳入歳出予算の総額5,335,467,000円と定めている。予算には、結の浜地区大型宿
泊施設及び結の浜海浜整備事業に続き、地域水産物供給基盤整備事業で、国指定重要無形民俗
文化財塩屋湾のウンガミ行事への影響、騒音、悪臭や集落の浸食に対する反対や疑問視する三
つの事業関連で歳出の２款総務費　１項総務管理費　５目企画費　●塩屋湾周辺整備事業、●
結の浜海浜整備事業、6款農林水産業費　3項水産業費　3目漁港建設費　●緊急自然災害防
止対策事業、●海岸保全施設基盤整備事業、●地域水産物供給基盤整備事業の合計額
1,061,762,000円の事業の各事業の整合性、科学的根拠や住民を無視した意思決定をはじめ、
制度・設計や運用に問題のある事業である。
　また、漁港は水産業振興の寄与するためのものであり、航路を浚渫した海砂で良好な漁場を
潰し、人工ビーチを整備するのに、水産業振興費の意味不明な補助金3,760,000円の予算や、
周辺の海岸の浸食が予想されているのにかかわらず環境アセスメントも無く、結の浜海浜整備
事業や地域水産物供給基盤整備事業推進は、将来の地域資源の撹乱を招くことを、緊急自然災
害防止対策事業が物語っている。
　ついては、私の世代で大宜味村の将来性を撹乱してはならない。各事業の整合性、科学的根
拠や住民を無視した意思決定をはじめ、制度・設計や運用に問題のある事業の無謀な行政の推
進は認められるものではない、反対せざるを得ません。どうか、本議案に対する各議員の反対の
賛同を求め、反対討論とします。

　令和６年度大宜味村一般会計予算は、歳入・歳出総額、53億３千５百万余の本予算です。前年
度予算額は、41億３千６百万余であり、11億９千８百余の増額予算となっています。令和５年12月
定例会一般質問で、『１1月２８日、琉球新報社会面トップに『大宜味人口３千人割』との記事があ
る。どう受け止めたか』との私の問いに対し、村長は『非常に危機感をもって減少人口防止対策
の様々な施策・事業を展開する』と答えている。主な歳入の中に、沖縄北部連携促進特別振興事
業費補助金６億８百万余、北部連携促進特別振興対策特定開発事業推進費２億４千５百万近く等
があります。主な歳出は、沖縄北部連携促進特別振興事業費補助金８億４千万余の『結の浜海浜
整備事業』、北部連携促進特別振興対策特定開発事業推進費２億４千５百万近くの『村道根路銘
上原線』、『村道後間線』、『住宅事業費』です。住民福祉課関連７百万余の『子ども子育て支援交
付金』のほか、『重度心身障害者医療補助金』、『子ども医療費助成事業補助金』等があります。産
業振興課関連では、『新規就農総合支援事業』２千５百万近く、『海岸保全施設整備事業補助金』９
千万余、『経営発展支援事業補助金』３千万、『畑作等促進整備事業補助金（田嘉里・田港）』８千万
余、『地域水産物供給基盤整備事業補助金』３千１百万余です。企画観光課関連では、『コミュニ
ティー助成金』１千２百50万で、対象は屋古・大宜味・押川・大兼久・田港公民館備品購入です。ど
の予算を見ても、大宜味村民の生活にとって大変重要な予算です。今回の令和6年度大宜味村
一般会計予算は、補正予算ではなく本予算です。よって議員各位のご理解と賛同を賜りますよ
う、よろしくお願い申し上げ賛成の討論といたします。

吉浜  覚 議員

宮城  貢 議員

大宜味村 議会だより  　No.183 13

議会とは

村長と同様に村民から直接選挙で選ばれた議員の集まりが議会であり、村民を
代表する機関となります。地方公共団体の意思決定を行う「議決機関」とも呼ば
れており、「大宜味村（役場）」が行う行政施策に対する村民の皆さんの意見や要
望を代表して伝えることが役割の一つとなっています。

議長・
副議長

議長は、当選した議員による選挙で選ばれ、議会の活動を主宰し、議会を代表す
る者です。また、議場の秩序を保持し、議事を整理し、議会の事務を統理します。
副議長も議員による選挙で選ばれ、議長が欠けた時や不在時に議長の代わりを
します。

常任
委員会

本会議だけで案件の内容を詳しく審査することは難しいため、常任委員会で行
政事務の調査や議案・請願（採択された陳情を含む）などの審査を行います。

特別
委員会

常任委員会とは別で活動する期間が決まっており、村の重要な課題など特定の
事柄について、専門的に審査や調査をする委員会です。

（予算審査特別委員会・決算審査特別委員会・○○調査特別委員会等）

議員は4年ごとに選挙で選ばれています
現在の議員の任期は、令和4年9月28日から令和8年9月27日までです。

大宜味村
の

議会議員

議案等を審議し、議会の意思を決定する最も重要な会議です。村の行政全般に
対しての質問を行い、村政の進め方や考え方を明らかにしたりする「一般質問」
や、提出された議案について説明を受け、さらに掘り下げて内容を確認するた
めに「質疑」を行い、各委員会へ付託します。最終日の本会議において、委員会
での審査を終えた議案について賛成の立場なのか・反対の立場なのかを「討論」
し、最後に「採決」となり、可決か否決かを決定します。

本会議

6月は「沖縄県議会議員選挙」
皆さんの大事な一票が行政への意見となります。 選挙へ行きましょう！選挙へ行きましょう！

大宜味村議会の常任委員会（各市町村で委員会名称は変わります）
総 務 常 任 委 員 会　定数5人　総務課・住民福祉課・財務課・企画観光課・
　　　　　　　　　　　　　　　教育委員会に関すること。
経済建設常任委員会　定数5人　産業振興課・建設環境課に関すること。
議会広報常任委員会　定数4人　議会だよりに関すること。
議 会 運 営 委 員 会　定数5人　円滑な議会運営を期すために、運営全般について
　　　　　　　　　　　　　　　協議し、意見調整を図る場として設置されています。

特 

集
：
議
会
っ
て
何
す
る
の
？

って何するの？って何するの？議 会
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大宜味村議会ホームページでは、議会の予定、
結果、会議録、議会だより等が閲覧できます。

委 員 長　宮城  美和子
副委員長　宮城  貢
委　　員　大山  美佐子
委　　員　新崎  悟一

議 会 広 報
常 任 委 員 会

※以上のメンバーで議会だよりを
　編集しています。

http://ogimi-gikai.sakura.ne.jp/site/
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６月定例会のお知らせ

変更等、詳細につきましては確定後に
「議会ホームページ」にて周知いたします。

６月６日（木）～６月14日（金）
【 予  定 】

議会を傍聴する際
発熱等風邪の諸症状がないことを確認の

上でご入場下さい。

　４月の人事異動により、
議会事務局長を拝命いた
しました知念和史と申し
ます。
　議会に携わる仕事はは
じめてであり、戸惑いはあ
りますが、精一杯職責を
果たしてまいりたいと考
えておりますので、よろし
くお願い申し上げます。

4月5日に行われた「春の
交通安全運動大宜味出発
式」へ議長・各議員が出席
しました。

3月定例会の予算審査特別委員会において、当初予
算に関連する現地の調査を行いました。写真は、役
場担当課長からの説明を受けています。

※予定のため、日にちに変更が生じる可能性が
ございますので、予めご容赦ください。

新事務局長
就任の

ごあいさつ


